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今週のキーワード

全固体電池
材料量産化とAI開発が加速

33
件

記事数

10
カ国

対象国

1,000
トン

固体電解質

40
%

CO2削減

今週の全33記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 PFAS規制と代替材 市場動向/
規制

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

PFAS規制強化によりフッ素樹脂の用途が再分類され
、半導体・医療分野で代替材開発が加速、規制遵守と
環境配慮が不可欠に。

#02 CFRP航空宇宙応用 技術解説/
製品紹介

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

CFRPが航空宇宙の一次構造で金属を凌駕し、連続繊
維3Dプリンティングにより複雑部品製造が可能に。軽
量化と性能向上に貢献。

#03 PFAS規制の必須性 企業戦略/
規制解説

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

PFAS規制はPTFEの一律禁止ではなく、半導体・医療
など必須用途でのフッ素樹脂の不可欠性が認識され、
適切な材料選択が重要。

#04 BASF化学リサイクル 新技術/製
品発表

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

BASFがポリアミド繊維の化学リサイクル「Loopamid
」を商業化し、バージン品質に復元。高機能用途への
再生材利用を可能に。

#05 化学リサイクル失速 市場危機/
市場動向

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

化学リサイクルの商業化が欧米で失速、高コスト、需
要不足、規制不確実性が原因で多くのプロジェクトが
遅延・中止に。

#06 SABICフッ素フリー 新製品/企
業戦略

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

SABICがMD&M; West 2026でPFASフリーのフッ素
樹脂代替材を発表予定。医療機器産業のPFAS規制対
応を支援。

#08 エンプラ3Dプリント 製品紹介/
技術応用

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

Vektor3D社がPEEK, PEKK, PEIなど高性能プラを航
空宇宙・防衛分野の3Dプリントに活用。軽量・高強度
部品の迅速な製造を実現。

#09 SÜDPACKバイオPLA 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

SÜDPACKがバイオベース生分解性PLAフィルム「Pla
nova®」を再発表。生鮮ハーブ・切り花向けに持続可
能な包装を提供。

#10 自動車複合材料 市場分析/
技術応用

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

自動車産業で炭素・ガラス繊維複合材料が金属代替を
加速。EVの軽量化と航続距離延長に貢献し、高速硬化
樹脂やリサイクル技術が鍵。

#12 高温3Dプリント 製品紹介/
技術応用

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

3DSPROがPEEK, PEI, PPSなど高温対応3Dプリンテ
ィングプラスチックを提供。航空宇宙・医療・半導体
産業の機能部品製造を強化。

#13
Envalior高性能ポリマ
ー

製品紹介/
企業戦略

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

OmyaがEnvaliorのポリアミド・PBT樹脂を流通。自
動車・電子機器の高性能化、軽量化、持続可能性向上
に貢献。

#14 治験薬BI 1815368 臨床試験
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○

ベーリンガーインゲルハイムが治験薬BI 1815368の
体内動態を評価する第I相臨床試験を登録。安全性と薬
物動態を初期段階で確認。
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距離

市場
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関連度 一行サマリ

#15 Thales持続可能カード 製品紹介/
企業戦略

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

Thales GroupがPVCを80%以上削減したPLA製バイ
オソースカードなど持続可能な決済カードを7,000万
枚以上提供し、環境負荷低減に貢献。

#16 PEEK/PEK/PTFE比較 技術比較/
解説記事

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

Infinita LabがPEEK, PEK, PTFEの高性能ポリマー比
較ガイドを公開。PEKはPEEKより高温耐性に優れるが
、入手性に課題。

#17 Jinhuaエポキシ樹脂 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Jinhuaが電子部品ポッティング用エポキシ樹脂を提供
。高電気絶縁性、強力な接着性、熱安定性で電子機器
の長期信頼性を確保。

#18 RAMPF化学リサイクル 新技術/製
品発表

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

RAMPFグループが化学リサイクルでポリウレタン・P
ET廃棄物から高品質リサイクルポリオールを生産。C
O₂排出量を40%以上削減。

#19 PHBバイオポリマー 学術論文/
技術課題

●●●○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

MDPIがバイオポリマーPHBの包括的レビューを発表
。生分解性だが、高い結晶性、脆性、狭い加工温度範
囲が課題で修飾戦略が研究中。

#20 ナノ粒子製剤ポリマー 技術開発/
企業提携

●●●○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●○○
○

●○○○
○

Onco-InnovationsとNanosoft Polymersが抗がん剤
ONC010のナノ粒子製剤向けポリマー製造プロセスを
最適化。PDI改善で安定したナノ粒子形成へ。

#21
WHO臨床試験ガイダ
ンス

規制/業界
動向

●○○○
○

●●●●
●

●○○○
○

●●●●
○

●○○○
○

WHOが臨床試験登録と結果公開に関するガイダンス
を発表。透明性と倫理の強化を強調し、医学研究の信
頼性向上を目指す。

#22 FDA未承認デバイス 臨床試験
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

○
●○○○

○
FDA未承認医療機器の臨床試験NCT07730697が登録
されたが、米国法令により詳細情報は非公開。

#23 治験薬BMS-986533 臨床試験
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○

Bristol-Myers Squibbが治験薬BMS-986533の安全性
と薬物動態を評価する第I相臨床試験を登録。食品とp
Hの影響も評価。

#24 Greif Envplast買収 企業戦略/
市場動向

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

Greifがスペインのポリマー容器メーカーEnvaplastを
買収。ポリマーソリューション事業は好調で、欧州市
場での地位を強化。

#25 OLED/半導体材料 製品紹介/
技術応用

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

Daken Chemicalが高純度1,3-ビス(4-ビフェニリル)-
1,1,3,3-テトラメチルジシラザンを提供。OLED・半
導体製造の性能向上に貢献。

#26
AI材料発見プラットフ
ォーム

学術研究/
新技術

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

ノートルダム大学がAI材料発見プラットフォームを発
表。機械学習で高分子特性予測とスクリーニングを革
新し、材料開発を劇的に加速。

#27 EV全固体電池量産化 企業提携/
新技術

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

SK OnとFactorial EnergyがEV用全固体電池の量産化
に向け戦略的提携。高エネルギー密度、航続距離延長
、高速充電能力を目指す。

#28 EPA PFAS規制延長 規制/業界
動向

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

米国EPAがPFOA/PFOS飲料水規制のコンプライアン
ス期間を最大2年延長する規則案を発表。中小規模水
道事業者に猶予。

#29 EPA PFAS規制撤回 規制/業界
動向

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

米国EPAがPFHxS, PFNA, GenX化学物質を含む一部P
FASの規制決定撤回規則案を発表。より広範なPFAS規
制への統合を示唆。

#30 DIC触覚向上剤 新製品/企
業戦略

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
●

DICが独自開発した高感度触覚向上剤「Tacthancer™
」の製品開発と市場拡大を発表。多様な製品に新たな
触感価値を付与。

#31
PFASフリーコーティ
ング

市場動向/
新技術

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

PFASフリーコーティング市場で新規制を背景にシリ
コーン、植物由来Morro™、プラズマ技術など持続可
能なイノベーションが加速。

#32 コベストロTPU拠点 企業戦略/
市場動向

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

コベストロが中国珠海に年間3万トン規模のTPU生産
新拠点を稼働。アジア太平洋地域の需要増加に対応し
、2030年代には世界最大級へ。

#33 BYD全固体電池特許 新技術/特
許

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

BYDが固形電解質とポリマー電解質を組み合わせたデ
ュアル電解質カソードで次世代ソリッドステートバッ
テリー特許取得。界面課題を解決。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#34 SABIC収益・輸送量 企業業績/
市場動向

●○○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

SABICが2026年第2四半期に66.2億ドルの収益を計上
。Red Sea Express活用でポリマー輸送量を倍増させ
、事業回復力を証明。

#35 Capchem固体電解質 新技術/製
品発表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

Capchem社が酸化物系固体電解質の商用生産・販売
を開始。2026年に千トン規模の生産ライン稼働でソ
リッドステートバッテリー量産化を加速。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ PFAS規制強化は、貴社のサプライチェーンにどのような影響を与えますか？
米国EPAがPFAS規制のコンプライアンス期間延長を検討する一方、フッ素樹脂の代替材開発が加速しています。貴社の製
品に使用されているフッ素樹脂は「必須用途」に分類されますか？代替材への切り替えは計画通り進んでいますか？

❷ 化学リサイクルの商業化失速は、貴社のサステナビリティ戦略を見直すきっかけとなりますか？
BASFやRAMPFが化学リサイクルで成果を出す一方で、欧米では高コストや需要不足で多くのプロジェクトが遅延・中止
に追い込まれています。貴社のリサイクル材導入目標は現実的ですか？投資判断は適切でしたか？

❸ 全固体電池の材料量産化加速は、貴社のEV戦略にどのような機会と脅威をもたらしますか？
SK OnとFactorial Energyの提携、BYDの特許取得、Capchemの固体電解質千トン規模生産開始など、全固体電池の実用
化が加速しています。日本の材料・部品メーカーとして、この変革期にどう対応しますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

全固体電池AI材料探索

PFAS規制化学リサイクル
複合材

エンプラ3D

触覚向上剤

バイオプラ包装

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 全固体電池 注意 EV市場変革、材料供給 技術競争、出遅れ

● AI材料探索 機会大 開発加速、新材料 R&D;格差

● PFAS規制 注意 代替材開発 フッ素樹脂規制

● 化学リサイクル 注意 循環経済、CO2削減 高コスト、需要不足

● 複合材 機会大 軽量化、EV航続 —

● エンプラ3D 機会大 高機能部品、3D造形 —

● 触覚向上剤 機会大 新価値創造、製品差別化 —

● バイオプラ包装 参考 環境対応、新市場 —
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深掘り ① ― 酸化物系固体電解質の商用生産開始
#35 | 2026/07/30 | metal.com | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

中国Capchem社が酸化物系固体電解質の商用生産・販売を開始し、2026年には千トン規模の生産ライン稼働を予定し
ています。これは、ソリッドステートバッテリーの量産化に向けた大きな一歩であり、EV市場やエネルギー貯蔵分野で
の採用加速が期待されます。

酸化物系固体電解質は、高い化学的安定性と耐熱性を持ち、空気中での取り扱いが容易な点が特徴です。千トン規模の
生産能力は、これまで課題だった固体電解質の供給問題を解決し、バッテリーセルメーカーの量産化を後押しします。
これにより、コスト削減、エネルギー密度向上、安全性の確保が可能となります。

▶ 技術者の視点

Capchem社による酸化物系固体電解質の千トン規模生産開始は、全固体電池の実用化に向けた最大のボ
トルネックの一つを解消する画期的なニュースです。酸化物系は硫化物系に比べてイオン伝導率で劣る
ものの、高い安全性と安定性、そして空気中での取り扱いやすさから、EV用途での採用が期待されます
。提示された「千トン規模」という数値は、パイロットから商業生産への移行を示す具体的な指標であ
り、その信頼性は高いと評価できます。しかし、固体電解質と電極間の界面抵抗の問題や、セルレベル
での長期信頼性、そして最終的なコスト競争力については、まだ未解決の課題が多く残されています。 
【機会】日本の電池材料メーカーは、Capchemのような先行企業との連携や、独自の固体電解質技術（
特に硫化物系）の優位性を確立することで、グローバルサプライチェーンにおける存在感を高めるチャ
ンスです。EVメーカーは、高性能な全固体電池の安定供給を見据え、次世代EVの設計を加速できます。 
【脅威】中国企業が固体電解質の量産化で先行することで、日本の材料メーカーは市場シェアを奪われ
る可能性があります。また、EVメーカーは、中国製材料への依存度が高まるリスクを考慮する必要があ
ります。 【次のアクション】日本の材料メーカーは、Capchemの製品スペックを詳細に分析し、自社
技術との比較評価を【R&D;部門】で即時開始すべきです。また、【経営企画部門】は、中国サプライヤ
ーとの提携可能性や、自社での量産化投資の検討を短期的に進めるべきです。

深掘り ② ― AIによる高分子材料発見の革新
#26 | 2026/07/23 | Notre Dame Research | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

ノートルダム大学の研究チームは、機械学習を活用したAI材料発見プラットフォームを発表しました。このプラットフ
ォームは、高精度なポリマー特性予測、AI支援スクリーニング、自動シミュレーション準備を統合し、数百万の仮想ポ
リマーから有望な候補材料をわずか数日で特定します。

この技術は、材料の構造と特性の相関関係を学習させることで、熱伝導率、機械的強度、誘電特性といった複雑な特性
を高精度で予測します。これにより、エネルギー貯蔵やコンピューターチップパッケージングなどの熱関連用途向けポ
リマーの開発プロセスが劇的に短縮され、新材料の市場投入が加速されると期待されています。
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▶ 技術者の視点

AIによる材料発見プラットフォームは、従来の試行錯誤型開発を根本から変える可能性を秘めた学術的
ブレークスルーです。数百万の仮想ポリマーから数日で候補を特定できるという効率性は、材料開発の
リードタイムを劇的に短縮し、R&D;コスト削減に大きく貢献するでしょう。ただし、AIモデルの予測
精度は学習データの質と量に依存するため、実用化には膨大な実験データと検証が必要です。また、AI
が提案する材料が実際に合成可能か、スケールアップ可能かという製造上の課題も残ります。 【機会】
日本の材料メーカーにとって、この技術は新機能材料の探索と開発を加速する絶好の機会です。特に、
半導体パッケージングやEV電池材料など、高性能ポリマーが不可欠な分野での競争力強化に繋がります
。R&D;部門は、AIを活用した材料設計・探索の導入を検討すべきです。 【脅威】AI材料発見技術の導
入が遅れれば、海外の競合企業に新材料開発で大きくリードを許すことになります。特に、データ駆動
型アプローチへの転換が遅れると、R&D;の効率性で劣後するリスクがあります。 【次のアクション】
日本の【R&D;部門】は、AI材料発見プラットフォームの最新動向を継続的に調査し、自社での導入可
能性や、大学・スタートアップとの共同研究の機会を【即時】検討すべきです。また、【経営企画部門
】は、中長期的なR&D;戦略においてAI・データサイエンス人材の育成・確保を【短期】で計画すべき
です。
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深掘り ③ ― EV用全固体電池の量産化に向けた提携
#27 | 2026/07/29 | electrek | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●○○○
日本関連度●●●●●

韓国のSK Onと米国のFactorial Energyが、EV向け全固体バッテリーの量産化を目指す戦略的提携を発表しました。Fa
ctorial独自のFEST全固体バッテリー技術とSK Onの製造専門知識を融合させ、高エネルギー密度のEV用バッテリーを
大規模に生産する実現可能性を共同で評価します。

全固体バッテリーは、液系リチウムイオンバッテリーと比較して、エネルギー密度の向上、航続距離の延長、高速充電
能力、優れた熱安定性といったメリットがあります。FactorialのFEST技術は、セラミックとポリマーを組み合わせた
独自の固体電解質を使用しており、安全性とエネルギー密度向上を目指します。

▶ 技術者の視点

SK OnとFactorial Energyの提携は、全固体電池の量産化に向けた重要なマイルストーンであり、EV市
場のゲームチェンジャーとなる可能性を秘めています。Factorialのセラミック・ポリマー複合固体電解
質は、安全性とエネルギー密度の両立を目指すアプローチとして注目されます。ただし、プレスリリー
ス段階であり、具体的な性能データや量産化に向けた技術的課題（例：固体電解質のイオン伝導性、界
面抵抗、製造コスト）の解決策はまだ詳細に示されていません。特に、大規模生産における品質の均一
性確保は大きな課題となるでしょう。 【機会】日本のEVメーカーや電池材料メーカーは、この提携動
向を注視し、自社の全固体電池開発戦略を見直す機会です。特に、固体電解質や電極材料、製造装置な
どのサプライヤーは、新たなビジネスチャンスを探るべきです。 【脅威】韓国・米国勢が全固体電池の
量産化で先行すれば、日本のEVおよびバッテリー産業は競争力を失う可能性があります。特に、日本の
主要な全固体電池開発企業が、このスピード感に追随できるかが問われます。
【次のアクション】日本の【EV設計部門】は、全固体電池のロードマップを再評価し、SK On/Factori
alの技術動向を【短期】で分析すべきです。日本の【電池材料メーカー】は、自社の固体電解質技術の
優位性を再確認し、量産化に向けた具体的な戦略を【中長期】で策定する必要があります。また、【経
営企画部門】は、海外企業との共同開発やM&A;の可能性も視野に入れるべきです。

その他の注目記事
PFAS規制強化でフッ素樹脂選択に再考促す、半導体・医療用途の代替材開発が加速 (Plastics Engineering)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

PFAS規制強化は半導体・医療分野のフッ素樹脂サプライチェーンに大きな影響。代替材開発の動向を注視し、早期の
対応が急務。

BASFのLoopamidプロセスがポリアミド繊維の化学リサイクルを商業化、バージン品質への復元で高機能用途に貢献 (Polyestertime)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

ポリアミド繊維の化学リサイクル商業化は、循環経済実現に向けた重要な一歩。高機能用途への再生材利用は、日本の
繊維・化学メーカーにとって機会。

Smartech社、自動車複合材料市場で炭素・ガラス繊維が金属代替を加速、EV航続距離延長に貢献 (Smartech)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

自動車の軽量化、特にEVの航続距離延長に複合材料は不可欠。日本の自動車・材料メーカーは、高速硬化樹脂やリサイ
クル技術への投資を加速すべき。

DIC株式会社、高感度触覚向上剤「Tacthancer™」の製品開発と市場拡大に関するビジネスニュースを発表 (DIC Corporation)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

日本発の触覚感度向上剤は、製品の差別化とユーザー体験向上に貢献するユニークな技術。自動車内装や電子機器など
への応用を検討すべき。

PFASフリーコーティング市場、新規制とシリコーン、植物由来Morro™、プラズマ技術で持続可能なイノベーションが加速 (DataM Intelligence)
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技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

PFASフリー化はコーティング市場の必須トレンド。シリコーン、バイオベース、プラズマ技術など多様な代替技術を
評価し、自社製品への適用を検討すること。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達】PFAS規制対象材料の棚卸しと、代替品の情報収集を開始。特に半導体・医療用途のフッ素樹脂使用状
況を緊急確認。

• 【R&D;】AI材料発見プラットフォーム（ノートルダム大学など）の技術詳細を調査し、自社R&D;への応用可
能性を検討するチームを編成。

• 【経営企画】Capchem社による固体電解質量産化の動向を分析し、日本の電池材料サプライヤーへの影響を評
価。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】PFASフリー代替材（シリコーン、バイオベース、プラズマコーティングなど）の性能評価計画を策定
し、サプライヤーとの連携を開始。

• 【サステナビリティ】化学リサイクル材（ポリアミド、PU/PET由来ポリオール）の導入に向けた品質・コスト
・供給安定性の評価を実施。

• 【EV設計】SK OnとFactorial
Energyの全固体電池提携の詳細を分析し、自社のEVバッテリーロードマップへの影響を評価。

• 【材料開発】DICの触覚向上剤「Tacthancer™」のサンプルを入手し、自社製品（自動車内装、電子機器筐体
など）への適用可能性を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】AI材料探索技術の自社導入、または大学・スタートアップとの共同開発に向けた投資計画を策定し、
データサイエンス人材の育成・確保を進める。

• 【半導体PKG/EV設計】全固体電池の本格導入を見据え、材料要件、設計変更、製造プロセスに関するロードマ
ップを再定義し、サプライチェーン全体での協業体制を構築。

• 【材料開発】PFASフリー高機能材料（特に耐熱性、耐薬品性、電気特性に優れたもの）のR&D;投資を強化し、
次世代製品への適用を目指す。

• 【経営企画】化学リサイクル技術への投資戦略を見直し、高コスト・需要不足の課題を克服するためのビジネス
モデルを検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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収録記事一覧

#01 PFAS規制強化でフッ素樹脂選択に再考促す、半導体・医療用途の代替材開発が加速

#02 炭素繊維強化ポリマー（CFRP）が航空宇宙の一次構造で金属を凌駕、連続繊維3Dプリンティン
グで複雑部品製造が可能に

#03 フッ素カーボン社、2026年のPFAS規制動向と工業用途におけるフッ素樹脂の必須性を強調

#04 BASFのLoopamidプロセスがポリアミド繊維の化学リサイクルを商業化、バージン品質への復元
で高機能用途に貢献

#05 化学リサイクルの商業化に失速、高コスト・需要不足で欧米プロジェクトが遅延・中止に直面

#06 SABIC、MD&M West 2026でフッ素フリーのフッ素樹脂代替材を発表へ、医療機器産業のPFAS
規制に対応

#08 Vektor3D社、PEEK、PEKK、PEIなどのエンジニアリングプラスチックで航空宇宙・防衛分野の
3Dプリントを強化

#09 SÜDPACKがバイオベースPLAフィルム「Planova®」を再発表、生鮮ハーブ・切り花向けに持続
可能な包装を提供

#10 Smartech社、自動車複合材料市場で炭素・ガラス繊維が金属代替を加速、EV航続距離延長に貢

献

#12 3DSPRO、航空宇宙・医療・半導体産業向けにPEEK、PEI、PPSなど高温対応3Dプリンティング
プラスチックを提供

#13 Omya Performance Polymer Distribution、EnvaliorのポリアミドとPBT樹脂で自動車・電子機
器の高性能化に貢献

#14 ベーリンガーインゲルハイム、治験薬BI 1815368の体内動態を健常男性で評価する新規第I相臨
床試験を登録（NCT07693218）

#15 Thales Group、PVCを80%以上削減したPLA製バイオソースカードなど持続可能な決済カード
を7,000万枚以上提供

#16 Infinita Lab、PEEK、PEK、PTFEの高性能ポリマー比較ガイドを公開：PEKはPEEKより高温耐
性に優れる

#17 Jinhua、電子部品のポッティング用エポキシ樹脂のトップメーカーとして、高電気絶縁性・接着
性・熱安定性を提供

#18 RAMPFグループ、化学リサイクルでCO₂排出量を40%以上削減するポリウレタン・PET廃棄物由
来リサイクルポリオールを生産

#19 MDPIがバイオポリマーPHBに関する包括的レビューを発表：持続可能な代替プラスチックの課

題と未来



#20 Onco-InnovationsとNanosoft Polymers、抗がん剤ONC010のナノ粒子製剤向けにポリマー製
造プロセスを最適化

#21 WHO、臨床試験登録と結果公開に関するガイダンスを発表：透明性と倫理の強化を強調

#22 臨床試験NCT07730697：FDA未承認デバイスの評価、米国法令により詳細非公開

#23 Bristol-Myers Squibb、治験薬BMS-986533の安全性と薬物動態を評価する新規第I相臨床試験
を登録（NCT07629999）

#24 Greif、スペインのポリマー容器メーカーEnvaplastを買収：ポリマーソリューション事業の好調
で前年比1.5%増

#25 Daken Chemical、OLED・半導体製造向けに高純度1,3-ビス(4-ビフェニリル)-1,1,3,3-テトラ
メチルジシラザンを提供

#26 ノートルダム大学、AI材料発見プラットフォームを発表し高分子特性予測とスクリーニングを革
新

#27 SK OnとFactorial Energy、EV用全固体電池の量産化に向けた戦略的提携を発表

#28 米国EPA、PFOAおよびPFOS飲料水規制のコンプライアンス期間を最大2年延長する規則案を発

表

#29 米国EPA、PFHxS、PFNA、GenX化学物質を含む一部PFASの規制決定撤回規則案を発表

#30 DIC株式会社、高感度触覚向上剤「Tacthancer™」の製品開発と市場拡大に関するビジネスニュ
ースを発表

#31 PFASフリーコーティング市場、新規制とシリコーン、植物由来Morro™、プラズマ技術で持続可

能なイノベーションが加速

#32 コベストロ、中国南部珠海に年間3万トン規模のTPU生産新拠点を稼働、2030年代には世界最大
級へ

#33 BYD、固形電解質とポリマー電解質を組み合わせたデュアル電解質カソードで次世代ソリッドス
テートバッテリー特許取得

#34 SABIC、2026年第2四半期に66.2億ドルの収益を計上し、ポリマー輸送量を倍増させ事業回復力
を証明

#35 Capchem社、酸化物系固体電解質の商用生産・販売を開始、2026年に千トン規模の生産ライン
稼働でソリッドステートバッテリー量産化を加速



#01 PFAS規制強化でフッ素樹脂選択に再考促す、半導
体・医療用途の代替材開発が加速

概要

PFAS（有機フッ素化合物）に関する規制が進化し、フッ素樹脂の用途を「必須」「代
替可能」「政治的に問題視される」の3カテゴリに分類することで、材料選択プロセス
に大きな影響を与えています。特に半導体製造や医療機器といった重要分野では、フ

ッ素樹脂の独自の特性に真に匹敵する代替材料の有無が問われ、単なる性能だけでな
く、規制順守と環境への配慮が不可欠となっています。この動向は、フッ素樹脂の適
用におけるより実用的なアプローチと、新たな代替材料の開発を加速させています。

公開日 2026年07月29日  Plastics Engineering  アメリカ



詳細

主要成果

PFAS（有機フッ素化合物）に関する新たな規制動向が、フッ素樹脂の選択プロセスに大
きな影響を与え、半導体製造や医療機器などのクリティカルな用途における代替材料の
開発を加速させています。今回の規制では、フッ素樹脂の用途が「必須（Essential）」
「代替可能（Replaceable）」「政治的に問題視される（Politically Exposed）」の3つに
分類され、材料選定において性能だけでなく、規制準拠と環境負荷の考慮が不可欠とな
りました。

技術・臨床詳細

フッ素樹脂は、その卓越した耐熱性、耐薬品性、非粘着性、電気絶縁性から、半導体産
業の流体ハンドリングシステムや医療機器、航空宇宙部品など、極めて高い信頼性が求
められる分野で不可欠な材料として利用されてきました。しかし、PFASの環境残留性や
健康への影響が懸念される中、各用途におけるフッ素樹脂の「代替可能性」が厳しく評
価されています。特に、既存の代替材料ではフッ素樹脂の持つ独自の特性の組み合わせ
（例えば、150℃を超える温度での構造維持、腐食性化学物質への耐性）を完全に再現
できないケースが多く、これが代替材料開発の大きな課題となっています。

背景・業界文脈

従来の材料選定は主に性能とコストに基づいていましたが、PFAS規制の強化により、サ
プライチェーン全体で環境・健康リスクと法的コンプライアンスが最優先事項となりま
した。欧州化学物質庁（ECHA）による広範なPFAS制限提案や、米国での州ごとの規制
強化の動きは、企業に対し、代替材料への切り替えや、フッ素樹脂の使用を最小限に抑
える技術革新を促しています。この圧力は、特に高純度・高性能が要求される産業にお
いて、代替技術への大規模な研究開発投資を呼び込んでいます。



今後の展望

今後、フッ素樹脂メーカーは、フッ素樹脂を「必須用途」に限定しつつ、それ以外の用
途ではPFASフリーの代替材料への移行を支援する方向で事業戦略を転換すると予想され
ます。半導体や医療分野では、フッ素樹脂に匹敵する性能を持ち、かつ環境に優しい高
分子材料の開発が競争の焦点となるでしょう。この動きは、材料科学における新たなブ
レークスルーを生み出し、持続可能な産業構造への転換を加速させる可能性を秘めてい
ます。

元記事: https://www.plasticsengineering.org/2026/07/pfas-rules-are-reshaping-fluoropolymer-selection-

011486/amp/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.plasticsengineering.org/2026/07/pfas-rules-are-reshaping-fluoropolymer-selection-011486/amp/
https://www.plasticsengineering.org/2026/07/pfas-rules-are-reshaping-fluoropolymer-selection-011486/amp/


#02 炭素繊維強化ポリマー（CFRP）が航空宇宙の一次構
造で金属を凌駕、連続繊維3Dプリンティングで複雑部品
製造が可能に

概要

炭素繊維強化ポリマー（CFRP）は、金属を凌駕する強度と剛性を持ち、航空宇宙の一

次構造やハイエンドスポーツ用品で高性能複合材料として注目されています。熱硬化
性または熱可塑性樹脂と炭素繊維やガラス繊維を組み合わせたポリマーマトリックス
複合材料（PMC）が最も一般的です。特に、連続繊維3Dプリンティングのような積層

造形技術は、強化された剛性と強度を持つ複雑な複合材料部品の製造を可能にし、設
計の自由度を大幅に高めています。

公開日 2026年07月30日  JLCCNC  中国



詳細

主要成果

炭素繊維強化ポリマー（CFRP）は、その卓越した強度と剛性により、航空宇宙の一次
構造や高級スポーツ用品において、金属材料を凌駕する高性能構造複合材料としての地
位を確立しています。この技術革新は、軽量化と性能向上を両立させ、特に連続繊維3D

プリンティングの進展が、複雑な形状を持つ複合材料部品の製造を可能にしました。

技術・臨床詳細

複合材料は、異なる特性を持つ複数の材料を組み合わせることで、単一材料では実現で
きない優れた性能を発揮する材料です。中でも、ポリマーマトリックス複合材料
（PMC）が最も一般的であり、これは熱硬化性樹脂（エポキシ、ポリエステル、ビニル
エステルなど）や熱可塑性樹脂（PEEK、PA、PPSなど）をマトリックスとし、炭素繊
維、ガラス繊維、アラミド繊維などの強化繊維を組み合わせて構成されます。CFRP
は、高強度・高弾性率の炭素繊維をエポキシ樹脂などのポリマーマトリックスに組み込
むことで、比強度、比剛性においてアルミニウムやスチールを大幅に上回ります。ま
た、連続繊維3Dプリンティングは、設計された経路に沿って連続的に繊維を配置するこ
とで、従来の製造方法では困難だった複雑な内部構造や異方性を持つ部品を、高い精度
と強度で製造することを可能にします。

背景・業界文脈

航空宇宙産業では、燃料効率の向上と排出ガス削減のため、機体の軽量化が最重要課題
となっています。CFRPは、ボーイング787型機やエアバスA350型機などの最新航空機で
胴体や翼の主要構造に広く採用されており、航空機の総重量の約50%を占めるまでに至
っています。これにより、燃費を最大20%改善し、運用コストの削減にも貢献していま
す。スポーツ用品分野では、テニスラケット、自転車フレーム、ゴルフシャフトなどで
CFRPが採用され、パフォーマンス向上と軽量化を実現しています。



今後の展望

積層造形技術、特に連続繊維3Dプリンティングの進化は、複合材料の設計と製造に革命
をもたらし、よりカスタマイズされた高性能部品のオンデマンド生産を可能にします。
これにより、航空宇宙だけでなく、自動車、ロボティクス、医療機器など、広範な産業
での複合材料の利用が加速すると予想されます。また、熱可塑性複合材料のリサイクル
技術の進展も期待されており、持続可能性と高性能化の両立が今後の研究開発の主要な
方向性となるでしょう。

元記事: https://jlccnc.com/blog/what-is-composite-material

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://jlccnc.com/blog/what-is-composite-material


#03 フッ素カーボン社、2026年のPFAS規制動向と工業用
途におけるフッ素樹脂の必須性を強調

概要

フッ素カーボン社は、2026年時点のPFAS規制が進化中であり、PTFE（ポリテトラフル
オロエチレン）の一律禁止ではなく、特定の工業用途におけるフッ素樹脂の不可欠な
役割が認識されていると報告しています。規制案は現在評価段階にあり、材料サプラ

イヤーは憶測ではなく最新情報に基づく設計判断の重要性を強調しています。将来の
先進材料の選定は、実績あるフッ素樹脂と新たなPFASフリー技術の両方を含め、工学
的理解と規制知識に基づく適切な材料選択に焦点が当てられます。

公開日 2026年07月28日  Fluorocarbon Group  イギリス



詳細

主要成果

フッ素カーボン社は、2026年におけるPFAS（有機フッ素化合物）規制の動向につい
て、PTFEを含むフッ素樹脂の一律禁止ではなく、半導体や医療機器などの重要な工業用
途におけるフッ素樹脂の不可欠な役割が規制当局に認識されていることを強調しまし
た。これにより、エンジニアやメーカーは、憶測ではなく、最新の規制情報に基づいた
材料選択が極めて重要であると指摘されています。

技術・臨床詳細

フッ素樹脂は、その卓越した耐熱性（例えば260℃以上の連続使用温度）、耐薬品性、
非粘着性、電気絶縁性から、航空宇宙、自動車、化学処理、エレクトロニクス、医療と
いった多岐にわたる産業で不可欠な材料です。PTFEは特に、極端な温度や腐食性環境下
でのシール、ライニング、電気絶縁材として他に代えがたい特性を提供します。現在の
規制議論では、これらの「必須用途」におけるフッ素樹脂の代替困難性が認識されてお
り、代替が容易な非必須用途に焦点を当てた規制強化が検討されています。このため、
材料選定は、特定のアプリケーション要求性能と、PFASフリー代替品の性能ギャップを
慎重に評価した上で行われる必要があります。

背景・業界文脈

PFASは環境残留性や健康への影響が懸念され、世界的に規制が強化されています。欧州
化学物質庁（ECHA）による広範なPFAS制限提案は、産業界に大きな影響を与えました
が、そのプロセスでは、特定のフッ素ポリマーが「代替不可能である」という業界の意
見が考慮されています。材料サプライヤーは、顧客に対して、規制の全貌が明らかにな
るまで、現在の情報と将来の規制の可能性を冷静に評価し、戦略的な材料調達と設計計
画を立てるようアドバイスしています。



今後の展望

今後の先進材料の選定においては、実績のあるフッ素樹脂と同時に、開発が進むPFASフ
リー技術の両方が考慮されることになります。エンジニアリング、テスト、および規制
に関する深い理解に基づいて、各アプリケーションに最適な材料を選択することが、業
界の持続可能な成長にとって不可欠です。このアプローチは、イノベーションを推進
し、環境保護と産業競争力のバランスを取る上で重要な役割を果たすでしょう。

元記事: https://fluorocarbon.co.uk/resources/blog/pfas-in-2026-what-engineers-and-manufacturers-

need-to-know-without-the-hype/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://fluorocarbon.co.uk/resources/blog/pfas-in-2026-what-engineers-and-manufacturers-need-to-know-without-the-hype/
https://fluorocarbon.co.uk/resources/blog/pfas-in-2026-what-engineers-and-manufacturers-need-to-know-without-the-hype/


#04 BASFのLoopamidプロセスがポリアミド繊維の化学リ
サイクルを商業化、バージン品質への復元で高機能用途に
貢献

概要

エンジニアリングプラスチックのリサイクルは、多様な性質と少量生産のため課題が

多い中、BASFのLoopamidプロセスがポリアミド繊維廃棄物の商業規模での化学リサイ
クルを実現し、バージン材料と同等の品質に復元可能であることを示しました。これ
は高機能用途への再生材利用を可能にする画期的な進展です。このような化学リサイ

クルの商業的成功には、より効果的な選別、追跡可能性の向上、そして安定した規制
環境が不可欠とされています。

公開日 2026年07月30日  Polyestertime  ドイツ



詳細

主要成果

BASFのLoopamidプロセスがポリアミド（PA6）繊維廃棄物の化学リサイクルを商業規
模で実現し、リサイクルされた材料がバージン材料と同等の品質を持つことを実証しま
した。この画期的な技術は、従来の機械的リサイクルでは困難だった高機能用途への再
生エンジニアリングプラスチックの利用を可能にし、循環経済の推進に大きく貢献しま
す。

技術・臨床詳細

エンジニアリングプラスチックは、自動車部品、電子機器、医療機器など、高い性能が
要求される分野で幅広く使用されていますが、その多様な種類と比較的少ない排出量の
ため、効率的なリサイクルが課題でした。機械的リサイクルは、汚染の少ない均一な材
料には有効ですが、特性劣化を伴うことが多いです。これに対し、化学リサイクル、特
に解重合（デポリメリゼーション）は、ポリマーをモノマーまで分解し、再重合するこ
とで、新品と同等の品質を持つ材料を製造できます。BASFのLoopamidプロセスは、ポ
リアミド繊維廃棄物（主にナイロン6由来）を化学的に分解し、高品質なカプロラクタ
ムモノマーを生成します。これを再重合することで、自動車部品や高性能繊維など、高
い品質と性能が求められるアプリケーションに再利用可能なポリアミドを製造します。

背景・業界文脈

プラスチック廃棄物の増加と環境負荷への懸念から、世界中でリサイクル技術の開発と
導入が加速しています。特にエンジニアリングプラスチックは高付加価値であるため、
そのリサイクルは経済的にも環境的にも重要です。しかし、プラスチックリサイクルの
うち化学リサイクルが占める割合はまだ小さく、その技術的・経済的障壁は高いのが現
状です。BASFのような大手化学企業による商業規模での成功は、化学リサイクルの実現
可能性と、高品質再生材市場の潜在的な成長を示すものです。



今後の展望

化学リサイクルの商業的成功と普及には、より高度なプラスチック廃棄物の選別技術、
サプライチェーン全体での材料の追跡可能性の向上、そしてリサイクルを支援する安定
した政策および規制の枠組みが不可欠です。これらの課題が解決されれば、BASFの
Loopamidのようなプロセスは、エンジニアリングプラスチックの資源循環を大幅に改
善し、持続可能な材料供給システムへの移行を加速させる主要なドライバーとなるでし
ょう。また、これにより、バージン材料への依存度を低減し、CO2排出量削減にも寄与
することが期待されます。

元記事: https://www.polyestertime.com/engineering-plastics-recycling/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.polyestertime.com/engineering-plastics-recycling/


#05 化学リサイクルの商業化に失速、高コスト・需要不足
で欧米プロジェクトが遅延・中止に直面

概要

化学リサイクルは初期の期待に反し、高額な初期投資、再生材料への需要不足、規制
の不確実性により、欧米で多くのプロジェクトが遅延、規模縮小、または中止に追い
込まれています。Viridor、Plastic Energy、Mura Technology、Eastmanなどの企業が後

退を経験し、2024年には化学的にリサイクルされた材料が欧州のプラスチック生産量
のわずか0.2%に留まっています。これは、技術の理論的可能性と大規模商業化におけ
る現実的な課題とのギャップを浮き彫りにしています。

公開日 2026年07月29日  Bioplastics NEWS  オランダ



詳細

主要成果

初期の大きな期待にもかかわらず、化学リサイクルプロジェクトが欧米で広範な遅延、
規模縮小、または中止に直面しており、その商業化が失速しています。これは主に、高
額な設備投資、再生材料への需要の弱さ、および規制の不確実性によるものです。2024

年において、化学的にリサイクルされた材料は欧州のプラスチック生産量のわずか0.2%

しか占めていません。

技術・臨床詳細

化学リサイクル技術は、プラスチックをモノマーや燃料油に分解し、バージン材料と同
等の品質の製品を再生産できるとされています。しかし、このプロセスは複雑で、大規
模なプラント建設には多額の設備投資が必要です。例えば、Mura Technologyは、破産
申請後に施設建設のパートナーシップが中断され、Plastic Energyはオランダでの新工場
の開所が延期されました。Eastmanもフランスでの大規模な解重合施設の計画を縮小し
ました。これらの問題は、技術自体が未成熟であることや、回収プラスチックの品質と
安定供給の課題、そして技術的信頼性と経済性のバランスがまだ確立されていないこと
を示唆しています。

背景・業界文脈

プラスチック廃棄物問題の深刻化に伴い、機械的リサイクルだけでは対応しきれない混
合プラスチックや汚染プラスチックの処理法として、化学リサイクルは大きな期待を集
めていました。多くの企業が「サステナビリティ」を掲げ、化学リサイクルへの投資を
発表しましたが、実際の市場は、低コストのバージンプラスチックの存在、食品接触材
への再生プラスチック利用に関する複雑な規制、そして消費者やブランドの再生材への
需要が予測ほど伸びない現状に直面しています。政策的な支援も、技術開発のスピード
や市場のニーズに追いついていない側面があります。



今後の展望

化学リサイクル業界は、技術的な最適化と経済性の改善、そしてより明確で一貫した政
策支援を必要としています。特に、再生プラスチックの需要を促進するためのインセン
ティブや、回収・選別インフラの強化が不可欠です。現在の失速は、化学リサイクルが
真の循環経済に貢献するためには、技術開発だけでなく、サプライチェーン全体での協
力と、市場および規制環境の成熟が求められることを示しています。今後数年間で、よ
り現実的な目標設定と持続可能なビジネスモデルの構築が進むと予想されます。

元記事: https://bioplasticsnews.com/2026/07/29/chemical-recycling-bubble-begins-to-burst/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioplasticsnews.com/2026/07/29/chemical-recycling-bubble-begins-to-burst/


#06 SABIC、MD&M West 2026でフッ素フリーのフッ素
樹脂代替材を発表へ、医療機器産業のPFAS規制に対応

06_SABIC、MD&M West 2026でフッ素フリーのフッ素樹脂代替材を発表へ、医療機器産業の
PF

概要

SABICは、MD&M West 2026でフッ素やその他のPFAS化学物質を含まない新規材料を

発表し、医療機器産業におけるフッ素樹脂の代替品を提供することで、PFAS規制への
対応を支援します。同社は、部品性能を最適化し、市場投入までの時間を短縮するた
めの技術的専門知識とガイダンスを提供することに重点を置いています。このイノベ

ーションは、医療機器業界が直面する規制と材料選択の課題に対し、具体的なソリュ
ーションを提供することを目指しています。

公開日 日付不明  SABIC  サウジアラビア



詳細

主要成果

SABICは、MD&M West 2026において、フッ素を含まない、PFAS（有機フッ素化合物）
フリーのフッ素樹脂代替材料を発表する計画です。この新しい材料は、特に医療機器産
業が直面するPFAS規制の厳格化に対応するために開発され、顧客が規制を順守しつつ製
品性能を維持できるよう支援することを目的としています。

技術・臨床詳細

フッ素樹脂は、医療機器分野でその優れた生体適合性、耐薬品性、耐熱性から広く使用
されてきましたが、PFAS規制の強化により代替材料への需要が高まっています。SABIC

が発表予定のPFASフリー材料は、フッ素樹脂に匹敵する性能特性（例：特定の条件下で
の化学的安定性や機械的強度）を持つよう設計されています。同社は、これらの新材料
を既存の製造プロセスに統合するための技術支援や、部品設計の最適化に関する専門知
識を提供し、顧客の製品開発サイクルを加速させるとしています。具体的な材料組成や
詳細な性能データは、MD&M West 2026で公開される予定です。

背景・業界文脈

医療機器産業は、患者の安全と製品の信頼性が最優先されるため、材料選択において非
常に厳しい基準が設けられています。PFASに関する世界的な規制強化は、フッ素樹脂を
多用してきたこの業界にとって大きな課題となっていました。多くの企業がPFASフリー
の代替品を探していますが、医療グレードの品質と規制要件を満たす材料を見つけるこ
とは容易ではありません。SABICのような主要な材料サプライヤーが、このような革新
的なソリューションを提供することは、業界全体の持続可能な移行を促進する上で重要
な意味を持ちます。



今後の展望

SABICのPFASフリー代替材料の導入は、医療機器メーカーにとって、将来の規制リスク
を低減し、より環境に優しい製品を開発するための重要な選択肢となるでしょう。この
動きは、他の高機能ポリマー分野においても、PFASフリーのイノベーションを促進し、
サプライチェーン全体での持続可能性へのコミットメントを強化すると予想されます。
今後、新材料の実際の市場での採用状況と、その長期的な性能およびコスト効率が注目
されます。

元記事: https://www.mddionline.com/manufacturing/sabic-to-debut-potential-fluoropolymer-

replacement-at-md-m-west-2026

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mddionline.com/manufacturing/sabic-to-debut-potential-fluoropolymer-replacement-at-md-m-west-2026
https://www.mddionline.com/manufacturing/sabic-to-debut-potential-fluoropolymer-replacement-at-md-m-west-2026


#08 Vektor3D社、PEEK、PEKK、PEIなどのエンジニアリ
ングプラスチックで航空宇宙・防衛分野の3Dプリントを
強化

概要

Vektor3D Systems LLPは、航空宇宙および防衛分野向けに、PEEK、PEKK、PEI

（ULTEM）、炭素繊維ナイロンなどのエンジニアリンググレード材料を活用した高度
な3Dプリンティングソリューションを提供しています。これらの技術は、軽量で高強
度な部品の迅速なプロトタイピング、機能テスト、および生産を可能にします。積層

造形は、開発期間の短縮、部品性能の最適化、航空、無人システム、防衛アプリケー
ションにおけるイノベーション推進に貢献しています。

公開日 日付不明  Vektor3D Systems LLP  インド



詳細

主要成果

Vektor3D Systems LLPは、航空宇宙および防衛分野において、ポリエーテルエーテルケ
トン（PEEK）、ポリエーテルケトンケトン（PEKK）、ポリエーテルイミド（PEI、
ULTEM）、炭素繊維ナイロンといったエンジニアリンググレードの高性能プラスチック
を活用した先進的な3Dプリンティングサービスを提供しています。これにより、軽量か
つ高強度なコンポーネントの迅速なプロトタイピング、機能テスト、および最終製品の
製造が実現され、開発期間の大幅な短縮と部品性能の最適化に貢献しています。

技術・臨床詳細

Vektor3Dが提供する3Dプリンティング技術は、積層造形（Additive Manufacturing,

AM）の原理に基づき、これらの高性能ポリマーを層ごとに積層することで、複雑なジ
オメトリを持つ部品を高い精度で製造します。PEEK、PEKK、PEIは、極めて高い耐熱
性、耐薬品性、機械的強度、寸法安定性を持ち、従来の金属部品の代替として、過酷な
運用環境に耐えうる性能を提供します。例えば、PEEKは260℃を超える連続使用温度に
耐え、航空機エンジンの内部部品や宇宙探査機の構造材に適しています。炭素繊維ナイ
ロンは、ナイロンの靭性と炭素繊維の強度・剛性を組み合わせることで、優れた比強度
と耐疲労性を実現し、ドローンや軍事車両の軽量部品に活用されています。

背景・業界文脈

航空宇宙および防衛産業では、軽量化は燃料効率の向上、航続距離の延長、ペイロード
能力の増加に直結するため、極めて重要な要件です。従来の金属加工に比べ、3Dプリン
ティングは設計の自由度が高く、部品統合によりアセンブリ数を減らし、サプライチェ
ーンを簡素化できるメリットがあります。これにより、特にカスタム部品や少量生産が
必要なアプリケーションにおいて、製造コストとリードタイムを削減し、イノベーショ
ンサイクルを加速させることが可能となっています。



今後の展望

Vektor3Dのような企業による先進的な3Dプリンティングソリューションは、航空宇
宙・防衛分野の設計、製造、メンテナンスのパラダイムを変革する可能性を秘めていま
す。今後、材料科学のさらなる進展により、さらに高性能で機能的なポリマー材料が開
発され、3Dプリンティング技術と融合することで、より複雑で軽量、かつインテリジェ
ントな部品の製造が実現すると予想されます。これにより、将来の航空機、無人システ
ム、防衛装備品の性能と運用効率が飛躍的に向上することが期待されます。

元記事: https://www.vektor3ds.com/aerospace-defence-3d-printing

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.vektor3ds.com/aerospace-defence-3d-printing


#09 SÜDPACKがバイオベースPLAフィルム「Planova®」
を再発表、生鮮ハーブ・切り花向けに持続可能な包装を提
供

概要

SÜDPACKは、生鮮ハーブと切り花向けにバイオベースの生分解性PLAフィルム

「Planova®」を再発表しました。サトウキビやコーンスターチなどの再生可能な原材
料から作られたこのフィルムは、化石資源の使用削減と産業堆肥化可能性を提供しま
す。Planova®は優れた寸法安定性、高い透明性、通気性を備え、繊細な製品を最適に

保護しつつ魅力的なプレゼンテーションを可能にし、将来の環境規制にも対応する持
続可能な包装ソリューションです。

公開日 2026年07月31日  SÜDPACK  ドイツ



詳細

主要成果

SÜDPACKは、生鮮ハーブおよび切り花向けのバイオベースの生分解性PLAフィルム
「Planova®」の導入を改めて発表しました。このフィルムは、サトウキビやコーンス
ターチなどの再生可能な原材料から製造されており、化石資源の使用を削減し、産業堆
肥化可能な特性を提供することで、持続可能な包装ソリューションとして位置づけられ
ています。

技術・臨床詳細

Planova®フィルムは、ポリ乳酸（PLA）を主成分としており、従来の石油由来プラスチ
ックフィルムと比較して、低いカーボンフットプリントを実現します。その技術的特徴
として、優れた寸法安定性により、包装プロセス中の安定したハンドリングを保証しま
す。また、高い透明性は、製品の視覚的な魅力を最大限に引き出し、消費者の購買意欲
を高めます。さらに重要なのは、Planova®の通気性であり、これにより包装内の湿気
蓄積を防ぎ、生鮮ハーブや切り花をより長く新鮮に保つことができます。これは、製品
の品質保持期間（Shelf Life）を延長し、食品廃棄物の削減にも貢献する重要な機能で
す。

背景・業界文脈

消費者の環境意識の高まりと、プラスチック廃棄物に関する世界的な規制強化は、包装
産業に持続可能な材料への移行を強く促しています。特に食品・園芸製品の包装におい
ては、製品保護と環境配慮の両立が求められています。SÜDPACKのような包装ソリュー
ションプロバイダーがバイオベースの生分解性フィルムを積極的に導入することは、こ
うした市場の需要に応え、循環型経済への貢献を示すものです。従来のプラスチックフ
ィルムからの移行は、ブランドイメージ向上にも繋がります。



今後の展望

Planova®のようなバイオベースフィルムの採用は、包装業界における持続可能性への
コミットメントを強化し、将来の環境規制に先駆けて対応する動きを加速させるでしょ
う。今後、より広範な製品カテゴリーでのバイオベースおよび生分解性材料の適用が期
待されます。SÜDPACKのこのイニシアティブは、包装材料のイノベーションを推進し、
サプライチェーン全体での環境負荷低減に向けた業界全体の努力を鼓舞すると考えられ
ます。

元記事: https://renewable-carbon.eu/news/sudpack-planova-bio-based-pla-film-for-fresh-herbs-and-

cut-flowers/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://renewable-carbon.eu/news/sudpack-planova-bio-based-pla-film-for-fresh-herbs-and-cut-flowers/
https://renewable-carbon.eu/news/sudpack-planova-bio-based-pla-film-for-fresh-herbs-and-cut-flowers/


#10 Smartech社、自動車複合材料市場で炭素・ガラス繊
維が金属代替を加速、EV航続距離延長に貢献

概要

Smartechによると、自動車産業では、軽量化、燃費向上、電気自動車（EV）の航続距
離延長の必要性から、炭素繊維およびガラス繊維複合材料が従来の金属材料の代替と
して急速に採用されています。これらの複合材料は、高い比強度と設計の柔軟性を提

供し、ボディパネル、構造部品、バッテリーエンクロージャなどに使われています。
高速硬化樹脂、自動繊維配置、リサイクル可能な熱可塑性複合材料の革新が、自動車
用途での大量生産を可能にする鍵となっています。

公開日 日付不明  Smartech  アメリカ



詳細

主要成果

Smartechは、自動車産業において、燃費向上と電気自動車（EV）の航続距離延長の重
要性から、炭素繊維およびガラス繊維複合材料が従来の金属材料の代替として急速に採
用されていることを報告しています。これらの複合材料は、比強度が高く、設計の自由
度が高いため、ボディパネル、構造部品、バッテリーエンクロージャなど、自動車の
様々な部品に導入されています。

技術・臨床詳細

自動車用複合材料は、ポリマーマトリックスに高強度の繊維（炭素繊維、ガラス繊維）
を組み込んだものです。炭素繊維複合材料（CFRP）は、アルミニウムの約2分の1、ス
チールの約4分の1の密度で同等以上の強度を持つため、特に高性能車やEVで採用が進ん
でいます。ガラス繊維複合材料（GFRP）は、コスト効率が高く、良好な機械的特性を
提供するため、より広範な自動車モデルで利用されています。これらの材料は、衝突安
全性やNVH（騒音・振動・ハーシュネス）特性の改善にも貢献します。技術革新として
は、生産サイクルタイムを短縮するための高速硬化熱硬化性樹脂や、熱可塑性複合材料
の分野で、溶接やオーバーモールディングが可能な技術が開発されています。また、自
動繊維配置（Automated Fiber Placement, AFP）や自動テープ敷設（Automated Tape

Laying, ATL）などの製造技術は、複雑な形状の部品を効率的に製造し、材料の無駄を削
減します。

背景・業界文脈

世界的な環境規制の強化と消費者の持続可能性への意識の高まりが、自動車メーカーに
軽量化と排出ガス削減を強く促しています。特にEVにおいては、バッテリー重量が航続
距離に大きく影響するため、車体やシャシーの軽量化は不可欠です。複合材料は、この
課題を解決するための重要な技術であり、従来の金属部品と比較して最大70%の軽量化
を実現する可能性を秘めています。これは、車両のパフォーマンス向上だけでなく、バ
ッテリーサイズの最適化、さらには生産効率の改善にも繋がります。



今後の展望

自動車用複合材料市場は、EVの普及と厳格化する燃費基準によって今後も拡大が見込ま
れます。特に、リサイクル可能な熱可塑性複合材料の開発と、製造コストを削減する技
術革新が、大量生産車への複合材料の適用をさらに加速させる鍵となります。将来的に
は、複合材料のスマート化（センサー埋め込みなど）や、製造プロセス全体のデジタル
化が進むことで、より高性能で、環境に優しく、コスト効率の高い自動車が実現される
でしょう。

元記事: https://smartechonline.com/resources/automotive-composites/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://smartechonline.com/resources/automotive-composites/


#12 3DSPRO、航空宇宙・医療・半導体産業向けに
PEEK、PEI、PPSなど高温対応3Dプリンティングプラスチ
ックを提供

概要

3DSPROは、航空宇宙、医療、半導体産業といった極限環境向けの機能部品製造を可能

にする、PEEK、PEI（Ultem）、PPSなどの高温対応3Dプリンティングプラスチックを
提供しています。PEEKは卓越した耐熱性、機械的強度、耐薬品性を持つ一方で、特殊
なプリンターと高コストが課題です。PEIは熱性能と手頃な価格のバランスを提供し、

PPSは自動車や電気部品に重要な優れた耐熱性と耐薬品性で知られています。

公開日 2026年07月23日  3DSPRO  シンガポール



詳細

主要成果

3DSPROは、航空宇宙、医療、半導体産業など、極限環境下での使用に耐えうる機能部
品を製造するために、ポリエーテルエーテルケトン（PEEK）、ポリエーテルイミド
（PEI、Ultem）、ポリフェニレンサルファイド（PPS）といった高温対応の3Dプリンテ
ィング用プラスチック材料を提供しています。これらの材料は、従来の製造手法では困
難だった高性能部品の迅速な生産を可能にします。

技術・臨床詳細

高温対応3Dプリンティング用プラスチックは、一般的なプラスチックが耐えられない高
熱、腐食性化学物質、高応力環境下でも性能を維持するよう設計されています。PEEK

は、その卓越した熱安定性（連続使用温度260℃以上）、機械的強度、耐薬品性、寸法
安定性により「究極の高性能ポリマー」と称されます。医療用インプラント、航空宇宙
のエンジン部品、オイル＆ガス産業の耐腐食部品などに使用されますが、加工には高価
な特殊プリンターと高い積層温度が必要です。PEI（Ultem）は、PEEKよりも手頃な価格
で、良好な熱性能（ガラス転移温度217℃）と機械的特性を提供し、航空機の内部部品
や電気コネクタに利用されます。PPSは、優れた耐熱性（連続使用温度200℃以上）と
耐薬品性に加え、固有の難燃性を持ち、自動車のセンサーハウジングや電気・電子部品
に適しています。これらの材料は、FDM/FFF（熱溶解積層法）などの3Dプリンティング
プロセスで活用されます。

背景・業界文脈

航空宇宙産業では、燃料効率向上と軽量化のため、金属部品の代替として高性能ポリマ
ーへの需要が高まっています。医療分野では、生体適合性と滅菌耐性を持つカスタマイ
ズされた医療機器やインプラントのニーズが増加しています。半導体産業では、微細化
と高性能化に伴い、高純度で耐熱性・耐薬品性に優れた部品が不可欠です。3Dプリンテ
ィング技術は、これらの産業における迅速なプロトタイピング、カスタマイズ、少量生
産の要求に応えるための重要なツールとなっています。



今後の展望

高温対応3Dプリンティングプラスチック市場は、各産業における技術要求の高度化と、
積層造形技術の進歩に伴い、今後も大きく成長すると予想されます。特に、加工性の改
善、コスト削減、そしてより広範な材料ラインナップの開発が、市場拡大の鍵となるで
しょう。これにより、より複雑で機能的な部品のオンデマンド製造が加速し、各産業の
イノベーションサイクルがさらに短縮されることが期待されます。

元記事: https://3dspro.com/resources/blog/3d-printing-plastics-for-high-temperature-applications

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://3dspro.com/resources/blog/3d-printing-plastics-for-high-temperature-applications


#13 Omya Performance Polymer Distribution、Envalior
のポリアミドとPBT樹脂で自動車・電子機器の高性能化に
貢献

概要

Omya Performance Polymer Distributionは、Envaliorのポリアミド（Akulon®、

Durethan®）やPBT（Pocan®、Arnite®、Amited®）を含む高性能ポリマーポートフ
ォリオを提供し、自動車、エレクトロニクス、産業、医療分野でのアプリケーション
を支援しています。これらの材料は、強度、靭性、耐摩耗性、耐薬品性、熱安定性を

提供し、部品性能の最適化、軽量化、持続可能性向上、製品開発の加速に貢献しま
す。

公開日 日付不明  Omya Performance Polymer Distribution  スイス



詳細

主要成果

Omya Performance Polymer Distributionは、Envaliorの高性能ポリマー製品群を流通さ
せ、自動車、エレクトロニクス、産業、医療といった幅広い分野でのアプリケーション
を強化しています。このポートフォリオには、Akulon®およびDurethan®ブランドのポ
リアミド（PA6、PA66）と、Pocan®、Arnite®、Amited®ブランドのポリブチレンテレ
フタレート（PBT）ソリューションが含まれており、各産業における部品の性能最適
化、軽量化、持続可能性の向上、および製品開発の加速に貢献しています。

技術・臨床詳細

Envaliorのポリアミド（PA6, PA66）は、その優れた機械的強度、靭性、耐摩耗性によ
り、自動車のエンジンルーム部品、ギア、コネクタなどに広く使用されています。特に
耐熱性と耐薬品性に優れ、過酷な環境下での信頼性を確保します。ポリブチレンテレフ
タレート（PBT）は、良好な寸法安定性、高い剛性、および優れた電気絶縁性を特徴と
し、エレクトロニクス分野のコネクタ、スイッチ、センサーハウジングなどに適してい
ます。また、これらの材料は、射出成形や押出成形などの標準的なプロセスで容易に加
工でき、製品設計の柔軟性を提供します。Omya Performance Polymer Distributionは、
これらの材料の特性を最大限に引き出すための技術サポートと、顧客の具体的な要求に
応じたソリューションを提供しています。

背景・業界文脈

現代の製造業では、製品の性能向上だけでなく、環境負荷の低減とコスト効率の改善が
強く求められています。自動車産業では軽量化による燃費向上や電気自動車（EV）の航
続距離延長、エレクトロニクス産業では小型化と高信頼性、医療分野では生体適合性と
滅菌耐性が重要視されています。Envaliorの高性能ポリマーは、これらの複雑な要求に
応えるための重要な材料ソリューションを提供し、企業が市場競争力を維持・向上させ
ることを可能にしています。



今後の展望

高性能ポリマー市場は、持続可能性への関心の高まりと、各産業における技術革新の加
速により、今後も成長が続くと予想されます。Envaliorのような企業は、バイオベース
材料やリサイクル可能なグレードの開発を通じて、持続可能なソリューションへの移行
を推進しています。Omya Performance Polymer Distributionのようなパートナーは、こ
れらの革新的な材料を市場に効率的に供給し、顧客の製品開発を支援することで、産業
全体の発展に貢献するでしょう。これにより、より高性能で環境に優しい製品が、多様
な分野で実現されることが期待されます。

元記事: https://www.omya.com/en/omya-performance-polymer-distribution/partners/envalior

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.omya.com/en/omya-performance-polymer-distribution/partners/envalior


#14 ベーリンガーインゲルハイム、治験薬BI 1815368の
体内動態を健常男性で評価する新規第I相臨床試験を登録
（NCT07693218）

概要

ベーリンガーインゲルハイムは、健常男性を対象に治験薬BI 1815368の体内動態（薬

物の吸収、分布、代謝、排泄）を評価する新規第I相臨床試験（NCT07693218）を
ClinicalTrials.govに登録しました。この試験は、18歳から55歳までのBMIが18.5から
29.9 kg/m2の健康な男性参加者を対象としています。この登録は2026年7月9日に初め

て投稿され、2026年7月23日に最終更新されました。

公開日 2026年07月23日  ClinicalTrials.gov  アメリカ



詳細

主要成果

ベーリンガーインゲルハイムは、新規治験薬BI 1815368がヒトの体内でどのように処理
されるかを評価するため、健常男性を対象とした第I相臨床試験（NCT07693218）を
ClinicalTrials.govに登録しました。この試験は、薬物の薬物動態プロファイル（吸収、分
布、代謝、排泄）を特性評価することを目的としています。

技術・臨床詳細

この試験は、18歳から55歳までのBMIが18.5から29.9 kg/m2の健康な男性参加者を対象
としています。第I相試験の主な目的は、治験薬の安全性と忍容性を評価するととも
に、薬物の体内での挙動（濃度推移や排泄経路など）を詳細に解析することです。通
常、この段階では単回投与および反復投与の薬物動態学的評価が行われ、その結果は将
来の用量設定や、患者を対象としたより大規模な臨床試験の設計に不可欠な情報となり
ます。BI 1815368に関する具体的な作用機序や対象疾患は、この登録情報からは明らか
にされていません。

背景・業界文脈

臨床試験の早期段階における薬物動態の明確な理解は、新薬開発において極めて重要で
す。正確な薬物動態データは、効果的な治療用量を決定し、潜在的な副作用を予測し、
薬剤間相互作用のリスクを評価するために不可欠です。ClinicalTrials.govのような公的レ
ジストリへの臨床試験の登録は、透明性を高め、研究の重複を避け、医学研究の倫理的
基準を遵守するために国際的に推奨されています。

今後の展望

この第I相試験の結果は、BI 1815368のさらなる臨床開発を進める上で基盤となる情報を
提供します。良好な安全性プロファイルと予測可能な薬物動態が確認されれば、同薬は
特定の疾患患者を対象とした第II相試験へと進む可能性があります。この初期段階での
成功は、医薬品開発パイプラインにおける重要なマイルストーンとなり、将来の治療選
択肢の拡大に貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://clinicaltrials.gov/study/NCT07693218

https://clinicaltrials.gov/study/NCT07693218


収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#15 Thales Group、PVCを80%以上削減したPLA製バイオ
ソースカードなど持続可能な決済カードを7,000万枚以上
提供

概要

Thales Groupは、リサイクルプラスチックやバイオソースポリマー（PLAなど）を使用

した持続可能な決済カードを提供し、廃棄物削減とサステナビリティ目標達成を支援
しています。特に「Thales Gemalto Bio-Sourced (PLA)」カードは、PVC使用量を80%

以上削減し、非毒性で石油フリーのPLAを採用することで、より低いカーボンフット

プリントを実現しています。これまでに世界で7,000万枚以上が提供されており、
100%リサイクルPETGやParley Ocean Plastic®製のカードも展開しています。

公開日 2026年07月23日  Thales Group  フランス



詳細

主要成果

Thales Groupは、リサイクルプラスチックやバイオベースポリマー（PLAなど）を用い
た持続可能な決済カードソリューションを提供し、廃棄物削減と環境目標達成に貢献し
ています。特に、同社の「Thales Gemalto Bio-Sourced (PLA)」カードは、従来のPVC使
用量を80%以上削減し、非毒性で石油フリーのポリ乳酸（PLA）を採用することで、大
幅なカーボンフットプリントの低減を実現しています。これまでに7,000万枚以上の持
続可能なカードが世界中で提供されています。

技術・臨床詳細

Thalesの持続可能な決済カードポートフォリオには、主に3つのタイプがあります。ま
ず、Thales Gemalto Bio-Sourced (PLA) カードは、サトウキビやコーンスターチなどの
再生可能な植物資源から作られたPLAを使用しています。これにより、カードの製造に
おける化石資源への依存を大幅に減らし、カーボンフットプリントを低減します。次
に、100%リサイクルPETG（ポリエチレンテレフタレートグリコール）カードは、ポス
トコンシューマー廃棄物から作られており、優れた耐久性とセキュリティを提供しま
す。さらに、Parley Ocean Plastic®製のカードは、海洋プラスチック廃棄物から回収さ
れた素材を組み込むことで、海洋汚染対策にも貢献しています。これらのカードは、
ISO国際規格に準拠し、既存のカードインフラとの互換性を保ちながら、高いセキュリ
ティ機能も維持しています。

背景・業界文脈

金融業界は、消費者の環境意識の高まりと、各国の環境規制強化に対応するため、より
持続可能なビジネスモデルへの移行を迫られています。決済カードは大量に生産・廃棄
されるため、その材料の持続可能性は大きな課題となっていました。Thalesのような主
要なテクノロジー企業が、革新的な材料ソリューションを導入することは、金融機関が
自社のサステナビリティ目標を達成し、顧客の期待に応える上で不可欠です。7,000万
枚以上のカードが既に市場に出ているという実績は、この技術の商業的実現可能性と市
場からの強い需要を裏付けています。



今後の展望

Thales Groupによる持続可能な決済カードの普及は、他のプラスチックカード製品への
波及効果をもたらし、より広範な産業におけるバイオベースおよびリサイクル材料の採
用を促進するでしょう。今後、材料技術のさらなる進化により、カードの性能向上と環
境負荷低減が両立した、より高度なソリューションが登場することが期待されます。こ
の動きは、金融業界全体のグリーン化を加速させ、循環型経済への貢献を深める上で重
要な一歩となります。

元記事: https://www.thalesgroup.com/en/solutions-catalogue/enterprise/financial-services/sustainable-

payment-cards

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thalesgroup.com/en/solutions-catalogue/enterprise/financial-services/sustainable-payment-cards
https://www.thalesgroup.com/en/solutions-catalogue/enterprise/financial-services/sustainable-payment-cards


#16 Infinita Lab、PEEK、PEK、PTFEの高性能ポリマー比
較ガイドを公開：PEKはPEEKより高温耐性に優れる

概要

Infinita Labは、PEEK（ポリエーテルエーテルケトン）、PEK（ポリエーテルケトン）、
PTFE（ポリテトラフルオロエチレン）が高温耐性、化学的不活性、または優れたトラ
イボロジー特性を必要とする過酷な用途向けに選ばれる高性能ポリマーであると紹介

しています。PEKはPEEKよりも高い融点とガラス転移温度を持ち、より優れた高温性
能を提供しますが、入手性はPEEKほど広くありません。これらの材料は、航空宇宙、
医療、石油・ガス産業で金属代替として利用され、大幅な軽量化を実現します。

公開日 2026年07月29日  Infinita Lab  アメリカ



詳細

主要成果

Infinita Labが公開したガイドによると、PEEK（ポリエーテルエーテルケトン）、PEK

（ポリエーテルケトン）、PTFE（ポリテトラフルオロエチレン）は、極めて高い温度耐
性、化学的不活性、または優れたトライボロジー特性（摩擦・摩耗特性）を必要とする
demanding なアプリケーション向けに選ばれる主要な高性能ポリマーです。特にPEK

は、PEEKと比較して高い融点とガラス転移温度を誇り、より優れた高温性能を発揮しま
す。

技術・臨床詳細

PEEKは、連続使用温度が260℃を超える高性能熱可塑性ポリマーであり、卓越した機械
的強度、耐薬品性、耐摩耗性を持ち、医療用インプラントや航空宇宙部品に利用されま
す。一方、PEKはPEEKと類似した構造を持ちますが、ケトン結合の比率が高いため、
PEEKよりも高い融点（PEEKの343℃に対しPEKは370℃以上）とガラス転移温度（PEEK

の143℃に対しPEKは165℃以上）を持ち、より高い温度環境下での性能が求められる用
途に適しています。しかし、PEKはPEEKほど広く商業的に入手可能ではありません。
PTFEは、他の2つとは異なり、フッ素樹脂の一種で、極めて低い摩擦係数、優れた非粘
着性、広範な化学的不活性、および幅広い温度範囲（-200℃から260℃）での安定性を
特徴とし、シーリング材や滑り軸受、非粘着コーティングに利用されます。

背景・業界文脈

航空宇宙、医療、石油・ガス産業といった分野では、従来の金属材料が重量、腐食、ま
たは摩擦の問題を抱える場合、高性能ポリマーが代替材料として重要な役割を果たしま
す。これらのポリマーは、金属と比較して大幅な軽量化を実現し、燃費向上や部品寿命
の延長、メンテナンスコストの削減に貢献します。特にPEEKやPEKは、金属代替として
構造部品や軸受、ポンプ部品などに適用され、PTFEは過酷な環境下でのガスケットやシ
ール材として不可欠です。



今後の展望

高性能ポリマーの市場は、各産業における技術要求の高度化と、軽量化、耐久性、コス
ト効率の向上へのニーズに牽引されて、今後も拡大が続くでしょう。PEKのようなさら
に高性能な材料の生産コスト削減と入手性の改善が実現すれば、PEEKからの移行が一部
の極限用途で加速する可能性があります。また、これらのポリマーの3Dプリンティング
技術との融合も進んでおり、より複雑な形状の部品を迅速に製造し、カスタマイズする
能力が向上することで、新たなアプリケーション領域が切り拓かれることが期待されま
す。

元記事: https://infinitalab.com/blog/peek-vs-pek-vs-ptfe-differences-comparison/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://infinitalab.com/blog/peek-vs-pek-vs-ptfe-differences-comparison/


#17 Jinhua、電子部品のポッティング用エポキシ樹脂のト
ップメーカーとして、高電気絶縁性・接着性・熱安定性を
提供

概要

Jinhuaは、敏感な電子部品を湿気、粉塵、化学物質、振動、極端な温度から保護する

ために広く使用される、二液性熱硬化性エポキシ樹脂のトップメーカーです。同社の
高品質エポキシ樹脂は、優れた電気絶縁性、様々な材料への強力な接着性、高い機械
的強度、および熱安定性を提供します。メーカーは、耐久性のある電子デバイスを製

造するために、安定した粘度、一貫した硬化性、信頼性の高いバロット間品質をサプ
ライヤーに求めています。

公開日 2026年07月30日  jinhua  中国



詳細

主要成果

Jinhuaは、電子部品のポッティング（封止）用エポキシ樹脂のトップメーカーとして、
湿気、粉塵、化学物質、振動、および極端な温度から敏感な電子部品を効果的に保護す
る二液性熱硬化性樹脂を提供しています。同社の高品質エポキシ樹脂は、優れた電気絶
縁性、多様な材料への強力な接着性、高い機械的強度、および熱安定性といった、電子
機器の長期信頼性確保に不可欠な特性を発揮します。

技術・臨床詳細

電子部品のポッティング用エポキシ樹脂は、エポキシ樹脂と硬化剤（通常はアミン系ま
たは酸無水物系）を混合し、化学反応によって硬化させることで、電子部品を完全に封
止します。このプロセスにより、以下のような保護効果がもたらされます。まず、高電
気絶縁性により、回路間の短絡や漏電を防ぎ、デバイスの安定した動作を保証します。
次に、優れた接着性は、基板や部品に強固に密着し、振動や衝撃による部品の破損や脱
落を防ぎます。さらに、高い機械的強度は、物理的なストレスから繊細な部品を保護
し、熱安定性は、高温環境下でも材料の劣化や特性変化を抑制します。Jinhuaは、安定
した粘度、一貫した硬化時間、バッチごとの信頼性の高い品質を保証することで、最終
製品の生産歩留まりと信頼性に大きく貢献しています。

背景・業界文脈

現代の電子機器は、小型化、高密度化、高性能化が進む一方で、ますます過酷な環境下
での使用が求められています。自動車用電子部品、産業用制御システム、IoTデバイス
など、多くのアプリケーションにおいて、信頼性の高い保護は不可欠です。エポキシ樹
脂によるポッティングは、これらの要件を満たす最も効果的な方法の一つであり、半導
体パッケージ、センサー、LEDモジュール、電源ユニットなどの幅広い電子部品に適用
されています。高品質なポッティング材の供給は、電子機器メーカーの製品競争力を左
右する重要な要素です。



今後の展望

電子部品の高性能化と小型化のトレンドが続く中、ポッティング用エポキシ樹脂には、
さらに高い熱伝導率、低熱膨張率、より短い硬化時間、および環境負荷の低い組成が求
められるようになるでしょう。Jinhuaのようなメーカーは、これらの要求に応えるため
の研究開発を継続し、新しい配合や技術革新を通じて市場をリードしていくと予想され
ます。また、3Dプリンティング技術との融合により、カスタマイズされたポッティング
ソリューションや、生産効率のさらなる向上が期待されており、電子デバイスの進化を
強力に支援する存在となるでしょう。

元記事: https://www.jinhuaglue.com/top-epoxy-resin-for-electronic-potting-manufacturer/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.jinhuaglue.com/top-epoxy-resin-for-electronic-potting-manufacturer/


#18 RAMPFグループ、化学リサイクルでCO₂排出量を
40%以上削減するポリウレタン・PET廃棄物由来リサイク
ルポリオールを生産

概要

RAMPFグループは、化学リサイクル技術により、ポリウレタンおよびPET廃棄物を高

品質なリサイクルポリオールに転換することで、循環経済を推進しています。これら
のリサイクルポリオールは、新規ポリウレタン製品に使用され、石油由来システムと
比較してCO₂排出量を40%以上削減します。同社は欧州に2つの大規模リサイクルプラ

ントを運営しており、革新的なリサイクルが原材料の安全性強化と気候保護目標達成
に貢献する可能性を示しています。

公開日 2026年07月29日  RAMPF Group  ドイツ



詳細

主要成果

RAMPFグループは、独自の化学リサイクル技術を通じて、ポリウレタンおよびPET廃棄
物を高品質なリサイクルポリオールに変換することで、循環経済の推進において先駆的
な役割を果たしています。このプロセスにより製造されたリサイクルポリオールを新規
ポリウレタン製品に利用することで、従来の石油ベースシステムと比較してCO₂排出量
を40%以上削減することに成功しています。

技術・臨床詳細

RAMPFグループの化学リサイクル技術は、使用済みのポリウレタンフォーム、PETボト
ル、その他のポリマー廃棄物を解重合または糖化プロセスによってモノマーやオリゴマ
ーに分解し、そこから高純度のリサイクルポリオールを精製します。このリサイクルポ
リオールは、その品質と性能において、バージンポリオールに匹敵することが検証され
ており、自動車部品、建材、断熱材、家具などの様々なポリウレタン製品に再利用可能
です。CO₂排出量40%以上の削減は、原材料の製造段階から最終製品に至るライフサイ
クル全体での環境影響評価（LCA）に基づいて算出されたもので、資源の枯渇を抑制
し、廃棄物の発生を最小限に抑える効果があります。

背景・業界文脈

プラスチック廃棄物の増加と気候変動への対応は、世界的な喫緊の課題であり、化学産
業には持続可能なソリューションの提供が強く求められています。特に、熱硬化性プラ
スチックであるポリウレタンは、一度硬化すると機械的リサイクルが困難なため、化学
リサイクルの重要性が高まっています。RAMPFのような企業による商業規模での化学リ
サイクルの成功は、従来の線形経済モデルから循環経済への移行を加速させ、産業界全
体に持続可能な製造プロセスの導入を促すものです。



今後の展望

RAMPFグループのこの革新的なアプローチは、原材料の安全保障を強化し、同時に気候
保護目標の達成に貢献する大きな可能性を秘めています。今後、同社はリサイクル能力
のさらなる拡大と、より多様な廃棄物ストリームへの適用を目指していくでしょう。化
学リサイクルの普及には、技術的な成熟度向上に加え、政策支援、選別インフラの整
備、および再生材市場の確立が不可欠です。これにより、資源効率の高い社会の実現
と、プラスチック汚染問題の解決に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.rampf-group.com/en/article/advancing-the-circular-economy-member-of-the-

german-bundestag-florian-bilic-visits-rampf-in-pirmasens/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.rampf-group.com/en/article/advancing-the-circular-economy-member-of-the-german-bundestag-florian-bilic-visits-rampf-in-pirmasens/
https://www.rampf-group.com/en/article/advancing-the-circular-economy-member-of-the-german-bundestag-florian-bilic-visits-rampf-in-pirmasens/


#19 MDPIがバイオポリマーPHBに関する包括的レビュー
を発表：持続可能な代替プラスチックの課題と未来

概要

MDPI誌に発表された包括的なレビューは、天然由来のバイオポリマーであるポリヒド
ロキシブチレート（PHB）が、石油由来プラスチックに代わる持続可能かつ生分解性
の代替材料として大きな可能性を秘めていることを指摘しています。しかし、その高

い結晶性、脆性、狭い加工温度範囲が利用を制限する課題となっています。研究は、
これらの課題を克服し、PHBを特殊包装などの多様な用途で利用可能にするための修
飾戦略や積層造形（FFF）に焦点を当てています。

公開日 2026年07月27日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

MDPIに掲載された研究レビューは、天然由来のバイオポリマーであるポリヒドロキシ
ブチレート（PHB）が、持続可能で生分解性のある石油由来プラスチックの代替品とし
て大きな可能性を秘めていることを強調しています。一方で、PHBの高い結晶性、脆
性、そして狭い加工温度範囲といった課題が、その広範な応用を阻害していることも指
摘されており、これらの課題を克服するための修飾戦略や積層造形（FFF）技術の適用
が今後の研究の焦点となっています。

技術・臨床詳細

PHBは、特定の微生物によって炭素源の過剰な条件下で細胞内に貯蔵されるポリエステ
ルであり、土壌や堆肥中で生分解される特性を持ちます。この「生分解性」と「再生可
能性」は、従来のプラスチックにはない大きな利点です。しかし、PHBの分子構造に由
来するいくつかの欠点があります。具体的には、高い結晶性（約60-70%）は材料を硬
く脆くし、衝撃強度を低下させます。また、結晶化速度が速いため、成形時に不均一な
結晶構造が生じやすく、最終製品の品質に影響を与えることがあります。さらに、融点
と分解温度が近接しているため、加工温度範囲が非常に狭く（約10℃）、従来のプラス
チック加工機械での成形が困難でした。これらの問題を解決するため、可塑剤の添加、
共重合、ブレンド化、そして繊維強化といった修飾戦略が研究されています。積層造形
（FFF: Fused Filament Fabrication）技術は、PHBの複雑な構造を持つ部品製造を可能に
する有望なアプローチです。

背景・業界文脈

プラスチック廃棄物による環境汚染問題は世界的な課題であり、持続可能な材料への需
要が高まっています。バイオポリマーは、この課題に対する有望な解決策として注目さ
れていますが、コスト、性能、加工性において、依然として従来の石油由来プラスチッ
クとのギャップが存在します。PHBのような「ドロップイン」代替品ではないバイオポ
リマーは、その独自の特性を理解し、適切な用途と加工技術を見つけることが重要で
す。食品包装、医療機器、農業資材など、特定の分野でのPHBの採用は、環境フットプ
リントの削減に大きく貢献する可能性を秘めています。



今後の展望

PHBの商業的実現可能性を高めるためには、コスト効率の良い生産方法の確立と、加工
性および機械的特性のさらなる改善が不可欠です。修飾戦略と積層造形技術の進展によ
り、PHBは今後、より高性能で多様な用途に対応できるようになるでしょう。これによ
り、特殊包装、使い捨て医療機器、短期使用製品など、特定のニッチ市場で石油由来プ
ラスチックの代替として普及し、持続可能な社会の実現に貢献することが期待されま
す。将来的には、より広範な産業での採用を目指し、さらなる研究開発が継続されるで
しょう。

元記事: https://www.mdpi.com/1996-1944/19/14/3115

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1996-1944/19/14/3115


#20 Onco-InnovationsとNanosoft Polymers、抗がん剤
ONC010のナノ粒子製剤向けにポリマー製造プロセスを最
適化

概要

Onco-InnovationsとNanosoft Polymersは、抗がん剤ONC010のナノ粒子製剤向けに、

一貫性のあるスケーラブルなポリマー製造プロセスの開発で進展を報告しました。こ
の取り組みは、触媒選択と反応パラメーターの最適化に焦点を当て、ポリマーの多分
散指数（PDI）を改善し、より均一な分子量分布を実現することを目指しています。こ

れは、ナノ粒子の安定した形成と最終的な医薬品の品質にとって極めて重要であり、
Onco独自のPEO-PBCLブロックコポリマーの臨床開発に向けた堅牢な製造プロセスの
確立を目的としています。

公開日 2026年07月30日  TheNewswire  カナダ



詳細

主要成果

Onco-InnovationsとNanosoft Polymersは共同で、抗がん剤ONC010のナノ粒子製剤に用
いるポリマーの製造プロセスにおいて、一貫性とスケーラビリティを向上させる重要な
進展を報告しました。この成果は、ポリマーの多分散指数（PDI）を改善し、より均一
な分子量分布を達成することで、安定したナノ粒子形成と高品質な医薬品製造への道を
開きます。

技術・臨床詳細

ONC010のナノ粒子製剤は、Onco-Innovations独自のPEO-PBCL（ポリエチレンオキシ
ド-ポリカプロラクトン）ブロックコポリマーを基盤としています。ブロックコポリマ
ーのPDIは、個々のポリマー鎖の分子量の均一性を示す指標であり、PDIが低いほど分子
量分布が狭く、より均一なポリマー鎖が得られます。ナノ粒子の形成においては、この
ポリマー鎖の均一性が、ナノ粒子のサイズ、形状、安定性、そして薬物放出特性に直接
影響を与えるため極めて重要です。今回のプロセス最適化は、高性能触媒の選定と反応
温度、時間、濃度などのパラメーターの精密な制御に焦点を当て、PDIの目標値達成を
目指しています。これにより、バッチ間の一貫性が向上し、臨床開発に必要な高品質の
ポリマーを安定供給できる体制が確立されます。

背景・業界文脈

ナノ粒子デリバリーシステムは、薬物を腫瘍部位に選択的に送達し、副作用を軽減し、
治療効果を高める可能性から、がん治療において大きな期待が寄せられています。しか
し、臨床応用には、複雑なポリマーの合成とナノ粒子製造プロセスの一貫性およびスケ
ーラビリティの確保が大きな課題でした。特に、医療用途に要求される厳格な品質基準
と規制要件を満たすには、製造プロセスの堅牢性が不可欠です。Onco-Innovationsと
Nanosoft Polymersの協力は、この課題を克服し、革新的ながん治療薬を患者に届ける
ための重要なステップとなります。



今後の展望

この進展により、Onco-InnovationsはPEO-PBCLブロックコポリマーの製造をさらにス
ケールアップし、ONC010の臨床開発を加速できると期待されます。一貫性の高い製造
プロセスが確立されれば、将来的な商業生産への移行がスムーズになり、コスト効率も
向上する可能性があります。この技術は、ONC010だけでなく、他のナノ粒子ベースの
薬剤開発にも応用可能であり、ドラッグデリバリーシステム全体の進化に貢献する潜在
力を秘めています。今後、このポリマーの薬物動態学的および薬力学的特性が、臨床試
験でどのように検証されるかが注目されます。

元記事: https://www.thenewswire.com/press-releases/1A0vFwoqw-onco-innovations-reports-progress-

toward-a-consistent-and-scalable-polymer-manufacturing-process-supporting-onc010.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thenewswire.com/press-releases/1A0vFwoqw-onco-innovations-reports-progress-toward-a-consistent-and-scalable-polymer-manufacturing-process-supporting-onc010.html
https://www.thenewswire.com/press-releases/1A0vFwoqw-onco-innovations-reports-progress-toward-a-consistent-and-scalable-polymer-manufacturing-process-supporting-onc010.html


#21 WHO、臨床試験登録と結果公開に関するガイダンス
を発表：透明性と倫理の強化を強調

概要

WHOは、臨床試験の登録と結果の公開に関するガイダンスを発表し、ClinicalTrials.gov

やICMJEの方針を参照しています。このガイダンスは、一次登録機関の基準として、内
容、品質、アクセシビリティ、明確な識別を概説しています。医療雑誌への掲載条件

として、患者登録時またはそれ以前に試験を登録することの重要性が強調されていま
す。

公開日 2026年07月28日  WHO  スイス



詳細

主要成果

世界保健機関（WHO）は、臨床試験の登録と結果の公開に関する詳細なガイダンスを
発表しました。このガイダンスは、臨床試験情報の透明性を高め、研究倫理を強化する
ための国際的な基準と慣行を明確に提示しており、ClinicalTrials.govや国際医学雑誌編集
者委員会（ICMJE）のポリシーにも言及しています。

技術・臨床詳細

WHOのガイダンスは、臨床試験の一次登録機関が満たすべき具体的な基準を定めてい
ます。これには、登録される情報の「内容」（例：試験の目的、介入、主要評価項目、
患者数など）、データの「品質」（正確性と完全性）、情報の「アクセシビリティ」
（公衆が容易に検索・アクセスできること）、そして試験の「明確な識別」（ユニーク
なID番号）が含まれます。特に重要な点として、医学雑誌への研究成果掲載の条件とし
て、患者が最初に登録される時、またはそれ以前に臨床試験を登録することの義務化が
強調されています。この要件は、研究の選択的報告や結果のバイアスを最小限に抑え、
すべての研究成果が公開されることを保証するために設計されています。

背景・業界文脈

過去には、企業や研究機関が都合の良い結果のみを公表したり、否定的な結果を隠蔽し
たりする「選択的報告」の問題が指摘されていました。これは、医療従事者や患者が治
療に関する十分な情報に基づいた意思決定を行うことを妨げ、公衆衛生上のリスクをも
たらす可能性がありました。これに対処するため、WHO、ICMJE、および各国の規制機
関は、臨床試験の事前登録と結果の完全な公開を強く推進してきました。これにより、
医学研究の信頼性が向上し、新しい治療法の開発と評価がより透明かつ倫理的なプロセ
スで行われるようになっています。



今後の展望

WHOのこのガイダンスは、世界中の臨床研究コミュニティに対し、より高いレベルの
透明性と説明責任を求めています。今後、各国の規制当局や研究倫理委員会は、これら
の国際基準に沿った国内の政策と手続きをさらに強化していくと予想されます。これに
より、患者の安全と公衆衛生の利益が最大限に保護されるとともに、医学研究の質と信
頼性が一層向上することが期待されます。研究者や製薬企業は、早期段階から透明性の
ある情報公開戦略を組み込む必要性が高まります。

元記事: https://www.canada.ca/en/health-canada/services/drugs-health-products/drug-

products/applications-submissions/guidance-documents/guidance-registration-clinical-trials-public-

disclosure-results/resources.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.canada.ca/en/health-canada/services/drugs-health-products/drug-products/applications-submissions/guidance-documents/guidance-registration-clinical-trials-public-disclosure-results/resources.html
https://www.canada.ca/en/health-canada/services/drugs-health-products/drug-products/applications-submissions/guidance-documents/guidance-registration-clinical-trials-public-disclosure-results/resources.html
https://www.canada.ca/en/health-canada/services/drugs-health-products/drug-products/applications-submissions/guidance-documents/guidance-registration-clinical-trials-public-disclosure-results/resources.html


#22 臨床試験NCT07730697：FDA未承認デバイスの評
価、米国法令により詳細非公開

概要

ClinicalTrials.govの登録情報NCT07730697は、米国FDAによってまだ承認またはクリア
されていない医療機器に関する臨床試験を示しています。米国公衆衛生法110-85号、
タイトルVIII、セクション801の規定により、この試験の具体的な詳細は一般に公開さ

れていません。この記録は2026年7月28日に最終更新されました。

公開日 2026年07月28日  ClinicalTrials.gov  アメリカ



詳細

主要成果

ClinicalTrials.govに登録されている臨床試験NCT07730697は、米国食品医薬品局（FDA）
によってまだ承認またはクリアされていない医療機器の評価を目的としています。しか
し、米国公衆衛生法110-85号、タイトルVIII、セクション801の規定に基づき、この試験
の具体的な詳細情報は一般に公開されていません。

技術・臨床詳細

米国FDAが承認またはクリアしていないデバイスの臨床試験は、一般的に治験用医療機
器免除（IDE）と呼ばれる規制経路を通じて実施されます。IDEは、未承認の医療機器を
臨床研究で使用することを許可するための枠組みを提供しますが、その情報公開につい
ては特定の制限があります。今回のNCT07730697も、このような制限の下で実施されて
いる可能性が高いです。詳細な介入方法、対象疾患、主要評価項目、患者数などの情報
は、現時点ではアクセスできません。試験は2026年7月28日に最終更新されています。

背景・業界文脈

臨床試験の透明性は重要ですが、未承認の医療機器や、特定の機密情報を含む試験に関
しては、規制当局が情報公開の範囲を限定する場合があります。特に、FDAの承認を受
けていない新しいデバイスは、その開発段階において、知的財産保護や市場競争上の理
由から情報が厳しく管理されることがあります。このような情報制限は、一般市民や他
の研究者が研究内容を完全に把握することを妨げますが、同時に企業の研究開発努力を
保護し、イノベーションを促進する側面もあります。

今後の展望

この試験の長期的な目的は、デバイスが最終的にFDAの承認またはクリアを取得し、患
者への提供が可能となることです。情報が公開されない現状では、このデバイスの具体
的な潜在的影響を評価することは困難です。今後、FDAによる承認プロセスが進展し、
デバイスの安全性と有効性に関するデータが十分に蓄積されれば、より詳細な情報が公
開される可能性があります。このプロセスは、医療技術革新と公衆衛生の利益のバラン
スを取りながら慎重に進められます。



元記事: https://clinicaltrials.gov/study/NCT07730697

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://clinicaltrials.gov/study/NCT07730697


#23 Bristol-Myers Squibb、治験薬BMS-986533の安全性
と薬物動態を評価する新規第I相臨床試験を登録
（NCT07629999）

概要

Bristol-Myers Squibbは、健常被験者を対象に治験薬BMS-986533の安全性と薬物動態

を評価する第I相臨床試験（NCT07629999）をClinicalTrials.govに登録しました。この試
験は、食品とpHが薬物の相対的バイオアベイラビリティに与える影響、および薬物間
相互作用の可能性も評価します。記録は2026年7月24日に最終更新され、2026年7月に

最終検証されました。

公開日 2026年07月24日  ClinicalTrials.gov  アメリカ



詳細

主要成果

Bristol-Myers Squibbは、健常被験者を対象に治験薬BMS-986533の安全性と薬物動態
（PK）を評価するための第I相臨床試験（NCT07629999）をClinicalTrials.govに登録しま
した。この試験は、薬物の基本特性を解明するとともに、食品摂取と胃内pHの変化が
薬物のバイオアベイラビリティに与える影響、および他の薬剤との相互作用の可能性に
ついても詳細に評価することを目的としています。

技術・臨床詳細

この第I相試験は、BMS-986533の単回および複数回投与後の安全性プロファイルと薬物
動態を確立するために設計されています。薬物動態学的な評価には、血中濃度推移、半
減期、クリアランス、分布容積などの主要なPKパラメーターの測定が含まれます。特に
重要なのは、食品とpHが薬物の吸収に与える影響を評価する部分です。これは、薬物
の効果的な経口投与戦略を開発し、食事との関連で患者に適切な指示を与えるために不
可欠な情報となります。また、他の一般的な薬剤との薬物間相互作用の可能性を初期段
階で評価することで、将来の併用療法の安全性を予測し、潜在的なリスクを特定しま
す。対象となる被験者数や詳細なプロトコルは公開されていませんが、通常、第I相試
験は少数の健常被験者で実施されます。

背景・業界文脈

新薬開発において、第I相試験で得られる詳細な薬物動態と安全性データは、後期臨床
試験の設計と成功に不可欠な基盤を提供します。食品効果や薬物間相互作用の早期評価
は、薬剤の臨床使用における予期せぬ問題を防ぎ、患者の治療アウトカムを最適化する
ために重要です。ClinicalTrials.govのような公開データベースへの登録は、製薬業界全体
の透明性と責任を高め、研究の重複を防ぐ上で国際的に重要な役割を果たしています。



今後の展望

この第I相試験の結果は、BMS-986533の臨床開発をさらに進める上での重要な意思決定
に貢献します。良好な安全性プロファイルと予測可能な薬物動態、そして管理可能な食
品効果や薬物間相互作用が確認されれば、同薬は特定の疾患患者を対象とした第II相試
験へと進む可能性が高まります。この早期段階での徹底的な評価は、将来的に患者に安
全で効果的な治療薬を届けるための重要なステップとなります。

元記事: https://clinicaltrials.gov/study/NCT07629999

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://clinicaltrials.gov/study/NCT07629999


#24 Greif、スペインのポリマー容器メーカーEnvaplastを
買収：ポリマーソリューション事業の好調で前年比1.5%
増

概要

グローバルな産業用包装製品・サービス企業であるGreifは、スペインのポリマー容器

メーカーEnvaplastを買収しました。Greifは事業改善を報告しており、同社のポリマー
ソリューション事業セグメントは、樹脂価格の上昇にもかかわらず、中型バルクコン
テナ（IBC）や大型ポリマーコンテナの需要に牽引され、前年比で1.5%の数量増加を記

録しました。この買収は、Greifの欧州におけるポリマー包装市場での地位を強化する
戦略的な動きです。

公開日 2026年07月30日  Packaging Dive  アメリカ



詳細

主要成果

グローバルな産業用包装製品およびサービスを提供するGreifは、スペインのポリマー容
器メーカーであるEnvaplastを買収しました。この買収は、Greifのポリマーソリューシ
ョン事業セグメントが、樹脂価格の上昇という逆風にもかかわらず、中型バルクコンテ
ナ（IBC）や大型ポリマーコンテナへの堅調な需要に支えられ、前年比で1.5%の数量増
加を達成する中で行われました。

技術・臨床詳細

Envaplastは、食品、化学、医薬品業界向けに幅広い高性能ポリマー容器を製造してお
り、Greifの既存のIBCおよび大型ポリマーコンテナ事業を補完します。Envaplastの技術
は、耐久性と安全性に優れたプラスチック製ドラム缶、ジェリカン、その他のカスタム
容器の製造に特化しており、液体や半固体製品の輸送・保管に不可欠です。今回の買収
により、Greifは欧州における製造能力と製品ポートフォリオを強化し、顧客に対してよ
り多様な持続可能な包装ソリューションを提供できるようになります。樹脂価格の変動
は、石油由来原料の市場供給と需要のバランスに大きく依存しており、Greifは効率的な
調達と生産最適化を通じてこの課題に対応しています。

背景・業界文脈

産業用包装市場は、グローバル経済の成長、Eコマースの拡大、およびサプライチェー
ンの複雑化に伴い、堅調な需要が見込まれています。特にポリマー包装は、軽量性、耐
久性、コスト効率の高さから、様々な産業で広く採用されています。このような市場環
境下で、主要企業はM&Aを通じて事業規模を拡大し、市場シェアを確保しようとしま
す。Envaplastの買収は、Greifが欧州市場でのプレゼンスを強化し、成長するポリマー
ソリューション需要を捉えるための戦略的な動きであり、地理的拡大と製品統合の観点
から重要です。



今後の展望

GreifとEnvaplastの統合は、両社の技術力と市場アクセスを組み合わせることで、シナ
ジー効果を生み出すと予想されます。これにより、Greifは欧州の顧客に対して、より効
率的で持続可能な包装ソリューションを提供し、競争力を一層強化できるでしょう。ま
た、包装業界全体で持続可能性への要求が高まる中、再生材の使用やリサイクル可能な
設計への投資が、今後の事業戦略の重要な柱となることが見込まれます。この買収は、
Greifがグローバルな包装市場でのリーダーシップを維持するための重要な一歩となりま
す。

元記事: https://www.packagingdive.com/news/greif-fiscal-q3-earnings-improvement-iran-war-

envaplast-acquisition/826496/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.packagingdive.com/news/greif-fiscal-q3-earnings-improvement-iran-war-envaplast-acquisition/826496/
https://www.packagingdive.com/news/greif-fiscal-q3-earnings-improvement-iran-war-envaplast-acquisition/826496/


#25 Daken Chemical、OLED・半導体製造向けに高純度
1,3-ビス(4-ビフェニリル)-1,1,3,3-テトラメチルジシラザ
ンを提供

概要

Daken Chemicalは、有機EL（OLED）および先進半導体製造において、熱安定性と制御

可能な反応性のバランスを提供するユニークな分子構造を持つ「1,3-ビス(4-ビフェニ
リル)-1,1,3,3-テトラメチルジシラザン」の応用を強調しています。この高純度の特殊
化合物は、OLEDのエネルギーレベルを精密に調整し、半導体製造における汚染を防ぐ

ことで、バッチごとの予測可能な挙動を保証します。

公開日 2026年07月24日  Daken Chemical  中国



詳細

主要成果

Daken Chemicalは、有機EL（OLED）および先進半導体製造において、独自の分子構造
により高い熱安定性と制御可能な反応性のバランスを提供する特殊化合物「1,3-ビス(4-
ビフェニリル)-1,1,3,3-テトラメチルジシラザン」の重要な応用を強調しています。この
高純度材料は、OLEDの性能向上と半導体製造の信頼性向上に不可欠な役割を果たしま
す。

技術・臨床詳細

1,3-ビス(4-ビフェニリル)-1,1,3,3-テトラメチルジシラザンは、シリコンと窒素を含む有
機ケイ素化合物であり、その特殊な構造は、OLEDデバイスにおいて発光層のエネルギ
ーレベルを精密に調整する能力を提供します。これにより、デバイスの発光効率、色純
度、および寿命の改善に貢献します。半導体製造においては、この化合物は主にフォト
レジスト材料の接着促進剤や、表面の疎水性化処理に利用されます。高純度で供給され
ることが不可欠であり、微量な不純物でもデバイスの性能に致命的な影響を与える可能
性があります。その熱安定性は、製造プロセス中の高温条件に耐え、分解生成物による
汚染を防ぎます。また、制御可能な反応性は、様々なプロセス条件に適合し、バッチ間
での一貫した性能を保証します。

背景・業界文脈

OLEDディスプレイは、その高コントラスト、広視野角、薄型化の可能性から、スマー
トフォン、テレビ、ウェアラブルデバイスなどで急速に普及しています。半導体産業で
は、3nm以下の超微細プロセスノードへの移行が進む中、材料の純度と性能に対する要
求がかつてないほど高まっています。これらの産業では、材料科学の革新がデバイス性
能と製造歩留まりを左右する重要な要素となっています。Daken Chemicalのような専門
化学品メーカーは、こうした先端技術の進化を支えるために、高機能で高純度な特殊化
合物を開発・供給しています。



今後の展望

1,3-ビス(4-ビフェニリル)-1,1,3,3-テトラメチルジシラザンの応用は、OLEDおよび半導
体製造技術のさらなる進化に不可欠であり続けるでしょう。今後、より高い効率と信頼
性を持つ次世代デバイスの開発には、このような精密化学品の性能向上が引き続き求め
られます。Daken Chemicalは、材料科学の最前線で、これらの技術的課題に対応するた
めの新しいソリューションを提供し、エレクトロニクス産業の未来を形作る上で重要な
役割を果たすと期待されます。また、環境負荷低減に向けたグリーンケミストリーの原
則を取り入れた材料開発も進む可能性があります。

元記事: https://www.dakenchem.com/13-bis4-biphenylyl-1133-tetramethyldisilazane-as-an-electronic-

material/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dakenchem.com/13-bis4-biphenylyl-1133-tetramethyldisilazane-as-an-electronic-material/
https://www.dakenchem.com/13-bis4-biphenylyl-1133-tetramethyldisilazane-as-an-electronic-material/


#26 ノートルダム大学、AI材料発見プラットフォームを発
表し高分子特性予測とスクリーニングを革新

概要

ノートルダム大学の研究チームは、機械学習を活用して材料発見を大幅に加速する画
期的なAI・材料研究イニシアチブを発表しました。このプラットフォームは、高精度
なポリマー特性予測、AI支援スクリーニング、および自動シミュレーション準備を統

合することで、数百万の仮想ポリマーからわずか数日で有望な候補材料を迅速に特定
します。これにより、エネルギー貯蔵やコンピューターチップパッケージングといっ
た熱関連用途向けの革新的なポリマーの開発プロセスが劇的に短縮され、新しい材料

の市場投入が加速されると期待されています。

公開日 2026年07月23日  Notre Dame Research  アメリカ



詳細

ノートルダム大学の研究チームが、機械学習を駆使したAI・材料研究イニシアチブを発
表し、高分子材料の発見プロセスに革新をもたらしています。この先進的なプラットフ
ォームは、従来の試行錯誤による材料開発に代わり、数百万もの仮想ポリマーの中から
高精度な特性予測とAI支援スクリーニングにより、有望な候補材料をわずか数日で特定
することを可能にします。

主要成果と技術詳細

このイニシアチブの核心は、機械学習モデルと物理ベースのシミュレーションを統合し
た独自のデータ駆動型アプローチにあります。研究チームは、材料の構造と特性の相関
関係を学習させることで、未知のポリマーの熱伝導率、機械的強度、誘電特性といった
複雑な特性を極めて高い精度で予測するモデルを構築しました。これにより、研究者は
膨大な数の仮想材料を効率的に探索し、特定の用途要件を満たすポリマーを迅速に絞り
込むことができます。

高精度ポリマー特性予測: 材料の分子構造から物理的・化学的特性を高精度で予測す
るAIモデル。

AI支援スクリーニング: 特定の目標特性を持つポリマーを、数百万の候補から効率的
に選別。

自動シミュレーション準備: 選択された候補材料について、物理ベースのシミュレー
ションを自動でセットアップし、詳細な性能評価を迅速に実行。

背景と業界文脈

新素材の開発は、現代技術の進歩に不可欠ですが、伝統的なプロセスは時間とコストが
かかるボトルネックとなっています。特に、高性能ポリマーはエネルギー貯蔵デバイ
ス、半導体パッケージング、航空宇宙材料など、多岐にわたる分野で需要が高まってい
ます。しかし、これらの用途に必要な特定の熱的・機械的特性を持つ材料を合成し、評
価するには膨大な実験と計算が必要です。ノートルダム大学の取り組みは、この課題を
克服し、材料開発サイクルを劇的に加速させるものです。



今後の展望

このAI材料発見プラットフォームは、エネルギー効率の高いデバイスや次世代コンピュ
ーターチップの実現に不可欠な、優れた熱管理能力を持つポリマーの開発を加速すると
期待されています。将来的には、この技術はポリマー材料だけでなく、他の幅広い材料
群の発見・設計にも応用され、製造業、エレクトロニクス、自動車、医療といった多様
な産業において、より持続可能で高性能な製品開発を可能にする基盤となるでしょう。
本プラットフォームの継続的な進化は、材料科学におけるAIの役割をさらに拡大し、未
踏の材料空間の探索を加速する可能性を秘めています。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQFSUtQyGjmIoAyHRcdTwlFPuh593oGT0mKiJlBsti2gGLpj95jCoNstacuSQ200POoguX6hxvlm5aoie

dW-MaNJ6ybVTgGsae-0SYNb4hGB-5W9WFS-

DYULosDXAuSfZDwKNmT4mqGlHU9cE69JlX6J0w9wJITR5ExBTmTKsOenIWB-

yFEcpbWxrWJbHNs5XTJAV0b90emromDEJ29hDX7xkJnl-

RexRWh4xUYjV29T4Yg3wEj5C6zbSEYTohq1X9efG8k_SgWDcarbiA==

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFSUtQyGjmIoAyHRcdTwlFPuh593oGT0mKiJlBsti2gGLpj95jCoNstacuSQ200POoguX6hxvlm5aoieZN455WE3udAlDNh-dW-MaNJ6ybVTgGsae-0SYNb4hGB-5W9WFS-DYULosDXAuSfZDwKNmT4mqGlHU9cE69JlX6J0w9wJITR5ExBTmTKsOenIWB-yFEcpbWxrWJbHNs5XTJAV0b90emromDEJ29hDX7xkJnl-RexRWh4xUYjV29T4Yg3wEj5C6zbSEYTohq1X9efG8k_SgWDcarbiA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFSUtQyGjmIoAyHRcdTwlFPuh593oGT0mKiJlBsti2gGLpj95jCoNstacuSQ200POoguX6hxvlm5aoieZN455WE3udAlDNh-dW-MaNJ6ybVTgGsae-0SYNb4hGB-5W9WFS-DYULosDXAuSfZDwKNmT4mqGlHU9cE69JlX6J0w9wJITR5ExBTmTKsOenIWB-yFEcpbWxrWJbHNs5XTJAV0b90emromDEJ29hDX7xkJnl-RexRWh4xUYjV29T4Yg3wEj5C6zbSEYTohq1X9efG8k_SgWDcarbiA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFSUtQyGjmIoAyHRcdTwlFPuh593oGT0mKiJlBsti2gGLpj95jCoNstacuSQ200POoguX6hxvlm5aoieZN455WE3udAlDNh-dW-MaNJ6ybVTgGsae-0SYNb4hGB-5W9WFS-DYULosDXAuSfZDwKNmT4mqGlHU9cE69JlX6J0w9wJITR5ExBTmTKsOenIWB-yFEcpbWxrWJbHNs5XTJAV0b90emromDEJ29hDX7xkJnl-RexRWh4xUYjV29T4Yg3wEj5C6zbSEYTohq1X9efG8k_SgWDcarbiA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFSUtQyGjmIoAyHRcdTwlFPuh593oGT0mKiJlBsti2gGLpj95jCoNstacuSQ200POoguX6hxvlm5aoieZN455WE3udAlDNh-dW-MaNJ6ybVTgGsae-0SYNb4hGB-5W9WFS-DYULosDXAuSfZDwKNmT4mqGlHU9cE69JlX6J0w9wJITR5ExBTmTKsOenIWB-yFEcpbWxrWJbHNs5XTJAV0b90emromDEJ29hDX7xkJnl-RexRWh4xUYjV29T4Yg3wEj5C6zbSEYTohq1X9efG8k_SgWDcarbiA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFSUtQyGjmIoAyHRcdTwlFPuh593oGT0mKiJlBsti2gGLpj95jCoNstacuSQ200POoguX6hxvlm5aoieZN455WE3udAlDNh-dW-MaNJ6ybVTgGsae-0SYNb4hGB-5W9WFS-DYULosDXAuSfZDwKNmT4mqGlHU9cE69JlX6J0w9wJITR5ExBTmTKsOenIWB-yFEcpbWxrWJbHNs5XTJAV0b90emromDEJ29hDX7xkJnl-RexRWh4xUYjV29T4Yg3wEj5C6zbSEYTohq1X9efG8k_SgWDcarbiA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFSUtQyGjmIoAyHRcdTwlFPuh593oGT0mKiJlBsti2gGLpj95jCoNstacuSQ200POoguX6hxvlm5aoieZN455WE3udAlDNh-dW-MaNJ6ybVTgGsae-0SYNb4hGB-5W9WFS-DYULosDXAuSfZDwKNmT4mqGlHU9cE69JlX6J0w9wJITR5ExBTmTKsOenIWB-yFEcpbWxrWJbHNs5XTJAV0b90emromDEJ29hDX7xkJnl-RexRWh4xUYjV29T4Yg3wEj5C6zbSEYTohq1X9efG8k_SgWDcarbiA==


#27 SK OnとFactorial Energy、EV用全固体電池の量産化
に向けた戦略的提携を発表

概要

韓国のバッテリー大手SK Onと米国の全固体電池開発企業Factorial Energyは、電気自動
車（EV）向け全固体バッテリーの量産化を目指す新たな戦略的提携を発表しました。
この提携は、Factorial独自のFEST全固体バッテリー技術とSK Onが持つ豊富な製造専門

知識を融合させ、高エネルギー密度のEV用バッテリーを大規模に生産する実現可能性
を共同で評価することを目的としています。全固体バッテリーは、従来の液系リチウ
ムイオンバッテリーと比較して、飛躍的なエネルギー密度の向上、航続距離の延長、

および高速充電能力の可能性を秘めており、EV市場におけるゲームチェンジャーとな
る潜在力を有していますが、量産技術の確立が喫緊の課題とされています。

公開日 2026年07月29日  electrek  アメリカ



詳細

電気自動車（EV）用バッテリー技術の分野において、韓国の主要バッテリーメーカーで
あるSK Onと、米国を拠点とする革新的な全固体電池開発企業Factorial Energyは、全固
体バッテリーの商業的量産化を実現するための戦略的提携を発表しました。

主要成果と技術詳細

この提携は、 Factorial Energyが開発した独自の FEST（ Factorial Energy Solid-state

Technology）プラットフォームと、SK Onが長年培ってきた大規模バッテリー製造にお
ける深い専門知識と経験を組み合わせるものです。両社は共同で、この画期的な全固体
バッテリー技術を電気自動車用途向けに大規模生産する技術的および商業的実現可能性
を評価することに注力します。FEST技術は、セラミックとポリマーを組み合わせた独自
の固体電解質を使用しており、従来の液系電解質に比べて高い安全性とエネルギー密度
を実現するとされています。この固体電解質は、リチウムデンドライトの成長を抑制
し、バッテリーの寿命と信頼性を向上させる可能性を秘めています。

提携目的: Factorial EnergyのFEST全固体バッテリー技術とSK Onの製造能力を組み合
わせ、EV用全固体バッテリーの量産化の実現可能性を評価。

技術的特徴: FactorialのFEST技術は、セラミック・ポリマー複合固体電解質により、
安全性とエネルギー密度を向上させる。

潜在的メリット: 従来の液系リチウムイオンバッテリーと比較して、エネルギー密度
の大幅な向上、航続距離の延長、高速充電能力、優れた熱安定性。

背景と業界文脈

全固体バッテリーは、次世代EVバッテリーの聖杯と目されており、現在のリチウムイオ
ンバッテリーが抱えるエネルギー密度、安全性、充電速度の限界を打破する可能性を秘
めています。液系の可燃性電解質が固体電解質に置き換わることで、バッテリーパック
の安全性が向上し、よりコンパクトな設計が可能になります。これにより、EVの航続距
離を大幅に伸ばし、充電時間を短縮し、車両設計の自由度を高めることができます。し
かし、固体電解質のイオン伝導性の低さ、界面抵抗の高さ、製造コストの高さなど、量
産化には多くの技術的課題が残されています。このSK OnとFactorial Energyの提携は、
これらの課題を克服し、全固体バッテリーの実用化を加速するための重要なステップと
見なされています。



今後の展望

今回の提携により、両社は全固体バッテリーの量産技術を確立し、2030年代初頭にも
EV市場への導入を目指すと考えられます。これは、EV産業全体に大きな変革をもたら
す可能性があり、より安全で高性能な電気自動車が広く普及するための道を拓くでしょ
う。この技術が成功すれば、世界のバッテリー市場における競争環境も大きく変化し、
新たな材料サプライチェーンの構築や、バッテリーリサイクル技術の進化にも影響を与
えることが予想されます。将来的には、EV以外にも、再生可能エネルギー貯蔵、ドロー
ン、モバイル機器など、幅広い分野での応用が期待されています。

元記事: https://electrek.co/2026/07/29/solid-state-ev-battery-leaders-team-up/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://electrek.co/2026/07/29/solid-state-ev-battery-leaders-team-up/


#28 米国EPA、PFOAおよびPFOS飲料水規制のコンプライ
アンス期間を最大2年延長する規則案を発表

概要

米国環境保護庁（EPA）は、PFOAおよびPFOSに関する連邦飲料水最大汚染レベル
（MCL）を維持しつつ、飲料水システムがこれらのPFAS規制へのコンプライアンス遵
守期間を最大2年間（2031年まで）延長するオプションを申請できる規則案を発表し

ました。この規則案は、特に中小規模の飲料水システムが新たな技術導入やインフラ
整備を行うための時間的猶予を与えることを目的としています。パブリックコメント
期間は2026年7月20日に終了しており、EPAは提出された意見を考慮し、最終規則の策

定を進める予定です。

公開日 2026年07月23日  US EPA  アメリカ



詳細

米国環境保護庁（EPA）は、ペルフルオロオクタン酸（PFOA）とペルフルオロオクタン
スルホン酸（PFOS）に関する連邦飲料水最大汚染レベル（MCL）の厳格な基準を維持
しながら、飲料水システムがコンプライアンス遵守のための追加猶予期間を申請できる
規則案を公表しました。この規則案は、特に技術的・財政的リソースが限られている小
規模の水道事業者に対して、必要な浄水技術の導入やインフラのアップグレードを行う
ための現実的な時間的柔軟性を提供することを目的としています。

主要な決定と規制詳細

提案された規則案の主な内容は以下の通りです。

MCLの維持: PFOAおよびPFOSの既存の連邦飲料水最大汚染レベル（MCL）は変更さ
れず、公衆衛生保護のための厳格な基準が維持されます。

コンプライアンス期間の延長: 飲料水システムは、特定の条件を満たす場合、PFAS関
連規制へのコンプライアンス遵守期間を最長2年間、つまり2031年まで延長する申請
が可能となります。これは、標準的な遵守期限である2029年から2年の猶予期間が追
加されることを意味します。

対象: 特に、高度な浄水技術の導入やインフラ更新に多大な投資と時間を要する中小
規模の公共水道システムが主な対象です。

背景と業界文脈

PFAS（パーフルオロアルキル・ポリフルオロアルキル物質）は、「永遠の化学物質」と
して知られ、環境中での分解が非常に難しく、人々の健康への懸念から世界的に規制が
強化されています。EPAは2024年4月にPFOAとPFOSを含む6種のPFASについて初の連邦
MCLを設定しました。この新たな規則案は、MCL自体を緩和するものではなく、むしろ
これらの物質への暴露を削減するという目標を維持しつつ、特に財政的・技術的課題を
抱えるコミュニティが新基準に対応するための現実的なロードマップを提供するための
ものです。これは、公衆衛生の保護と、水道事業者が直面する運用上の課題とのバラン
スを取る試みと見られます。



今後の展望

この規則案のパブリックコメント期間は2026年7月20日に終了し、EPAは7月7日にバー
チャル公聴会を開催しました。今後、EPAは寄せられた意見を精査し、最終的な規則を
策定します。この規則が採択されれば、多くの飲料水システムはより実現可能なスケジ
ュールでPFAS対策を進めることができるようになります。しかし、規制の厳格化とコン
プライアンスコストの増加は避けられないため、浄水技術の開発企業や関連するインフ
ラプロバイダーにとっては新たなビジネス機会が生まれる一方で、水道事業者にとって
は投資計画の見直しが求められるでしょう。最終規則は、全米の飲料水供給に長期的な
影響を与えることになります。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFx1s4T1UjyqU8w-

hzD5k4vlXnC4t6uy3emVjdmEGFvS6rSW83oWE0LPH0nZCRnyVKulkL0q9O0pb_Q4B6wkCvhetZAG5VJWU8lWu9

cl6zLg1wU9qbH3o7qRcIz9LpuHeEZsWTXyB-rgrxtbFXnJo=

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFx1s4T1UjyqU8w-hzD5k4vlXnC4t6uy3emVjdmEGFvS6rSW83oWE0LPH0nZCRnyVKulkL0q9O0pb_Q4B6wkCvhetZAG5VJWU8lWu9oE7XhQLeua76kR520TFprb6s9xLA-cl6zLg1wU9qbH3o7qRcIz9LpuHeEZsWTXyB-rgrxtbFXnJo=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFx1s4T1UjyqU8w-hzD5k4vlXnC4t6uy3emVjdmEGFvS6rSW83oWE0LPH0nZCRnyVKulkL0q9O0pb_Q4B6wkCvhetZAG5VJWU8lWu9oE7XhQLeua76kR520TFprb6s9xLA-cl6zLg1wU9qbH3o7qRcIz9LpuHeEZsWTXyB-rgrxtbFXnJo=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFx1s4T1UjyqU8w-hzD5k4vlXnC4t6uy3emVjdmEGFvS6rSW83oWE0LPH0nZCRnyVKulkL0q9O0pb_Q4B6wkCvhetZAG5VJWU8lWu9oE7XhQLeua76kR520TFprb6s9xLA-cl6zLg1wU9qbH3o7qRcIz9LpuHeEZsWTXyB-rgrxtbFXnJo=


#29 米国EPA、PFHxS、PFNA、GenX化学物質を含む一部
PFASの規制決定撤回規則案を発表

概要

米国環境保護庁（EPA）は、PFHxS、PFNA、HFPO-DA（GenX化学物質）、およびこれ
ら3種のPFASとPFBSのハザードインデックス混合物に関する以前の規制決定および関
連規制を撤回する規則案を発表しました。この撤回案は、これらの物質に対する飲料

水中の最大汚染レベル（MCL）を確立する以前の規制措置に代わるものです。パブリ
ックコメント期間は2026年7月20日に終了し、EPAは寄せられた意見を基に最終的な判
断を下す予定です。

公開日 2026年07月23日  US EPA  アメリカ



詳細

米国環境保護庁（EPA）は、ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS）、ペルフルオ
ロノナン酸（PFNA）、HFPO-DA（GenX化学物質として知られる）、そしてこれら3種
のPFASとペルフルオロブタンスルホン酸（PFBS）のハザードインデックス混合物に関
する既存の規制決定および関連する規制を撤回する規則案を公表しました。

主要な決定と規制詳細

この規則案の核心は、以前にこれらのPFAS化合物に対して飲料水中の最大汚染レベル
（MCL）を確立しようとした規制措置を公式に撤回することにあります。具体的には、
以前の規制決定が不必要である、または現在の科学的知見やより包括的なPFAS規制の枠
組みの下で再評価が必要であると判断されたためです。これにより、対象となるPFASに
対する規制の焦点が、より広範なアプローチへと移行する可能性が示唆されます。

撤回対象: PFHxS、PFNA、HFPO-DA（GenX化学物質）、およびこれら3種とPFBSの
ハザードインデックス混合物に対する規制決定。

目的: 以前の規制措置の有効性や必要性を再評価し、より統合されたPFAS対策へと移
行すること。

影響: 特定のPFASに対するMCL設定の試みが中断され、より広範なPFASに対する包括
的アプローチが推進される可能性。

背景と業界文脈

PFASは、その残留性と健康への懸念から「永遠の化学物質」と呼ばれ、世界中で規制が
強化されています。EPAは、国民の飲料水からPFASを削減するための包括的な戦略を進
めており、2024年4月にはPFOAとPFOSを含む6種のPFASに対して初の連邦MCLを設定し
ました。今回の規則案は、その包括的戦略の一環であり、特定のPFAS化合物に焦点を当
てた以前の規制アプローチが、より広範なPFASグループ全体へのリスク評価と管理に統
合されることを示唆しています。これは、限られたリソースを最も効果的な規制対象に
集中させるための戦略的な動きと解釈できます。



今後の展望

この規則案に関するパブリックコメント期間は2026年7月20日に終了し、EPAは7月7日
にバーチャル公聴会を開催しました。EPAは今後、寄せられた意見を慎重に検討し、最
終的な撤回規則を決定する予定です。この決定は、今後のPFAS規制の方向性に大きな影
響を与えるでしょう。特定のPFASに対する規制の撤回は、関連産業、特にこれらの化学
物質を製造または使用する企業にとっては、規制遵守の負担が一時的に軽減される可能
性があります。しかし、これはPFAS問題全体に対する規制が緩和されることを意味する
のではなく、むしろEPAがより科学的根拠に基づいた、包括的かつ効率的なアプローチ
を追求していることの表れと見るべきです。最終的な規制の枠組みは、引き続きPFAS曝
露削減という公衆衛生目標を最優先するでしょう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQH611SIRTCICA4TO8LTQjHZGpeV3v7QWzjjvj4KBbW92UR1Qw7zx0FSYFe9WMj5qWXvg-

1b9FnKAXtTe5JFX9oqv-rF0JtpIHx7GvfqWtf0ZktBW-hzpV1UyMRYHjK2GrZ0__GvIhTg8Ey4z6LyM2dJhw=

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQH611SIRTCICA4TO8LTQjHZGpeV3v7QWzjjvj4KBbW92UR1Qw7zx0FSYFe9WMj5qWXvg-1b9FnKAXtTe5JFX9oqv-rF0JtpIHx7GvfqWtf0ZktBW-hzpV1UyMRYHjK2GrZ0__GvIhTg8Ey4z6LyM2dJhw=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQH611SIRTCICA4TO8LTQjHZGpeV3v7QWzjjvj4KBbW92UR1Qw7zx0FSYFe9WMj5qWXvg-1b9FnKAXtTe5JFX9oqv-rF0JtpIHx7GvfqWtf0ZktBW-hzpV1UyMRYHjK2GrZ0__GvIhTg8Ey4z6LyM2dJhw=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQH611SIRTCICA4TO8LTQjHZGpeV3v7QWzjjvj4KBbW92UR1Qw7zx0FSYFe9WMj5qWXvg-1b9FnKAXtTe5JFX9oqv-rF0JtpIHx7GvfqWtf0ZktBW-hzpV1UyMRYHjK2GrZ0__GvIhTg8Ey4z6LyM2dJhw=


#30 DIC株式会社、高感度触覚向上剤「Tacthancer™」の
製品開発と市場拡大に関するビジネスニュースを発表

概要

DIC株式会社は、独自開発した触覚感度向上剤「Tacthancer™」に関するビジネス＆製
品ニュース「[Vision Watch] チームを結成し、冒険に乗り出す：一人の夢から生まれた
触覚感度向上剤Tacthancer™が世界を席巻するまで」を公開しました。このニュース

は、高分子材料分野における同社の革新的な製品開発とそのグローバルな用途拡大へ
の取り組みを示すものです。Tacthancer™は、様々な製品に新たな触感価値を付与し、
ユーザー体験を向上させることで、市場に大きなインパクトを与える可能性を秘めて

います。

公開日 2026年07月31日  DIC Corporation  日本



詳細

DIC株式会社は、同社が独自に開発した高感度触覚向上剤「Tacthancer™」に関する最新
のビジネスおよび製品ニュースを公開しました。このニュースは、「[Vision Watch] チ
ームを結成し、冒険に乗り出す：一人の夢から生まれた触覚感度向上剤Tacthancer™が
世界を席巻するまで」と題され、同社の高分子材料における革新的な製品開発の軌跡
と、そのグローバル市場での展開戦略を詳細に紹介しています。

主要成果と技術詳細

「Tacthancer™」は、材料表面に塗布することで、従来の材料では得られなかったよう
な、より繊細で豊かな触覚体験をユーザーに提供する高機能性添加剤です。この技術
は、微細な構造制御と材料設計を組み合わせることで、触覚センサーが感知する摩擦力
や表面テクスチャーの知覚を最適化します。具体的には、以下の特徴が挙げられます。

触覚感度の向上: 材料の表面を改質し、指先が感じる微細な凹凸や滑らかさ、さらに
は温もりといった感覚を強調します。

広範な応用可能性: スマートフォン、自動車内装、化粧品パッケージ、テキスタイ
ル、建材など、幅広い製品への応用が期待されています。特に、ディスプレイの操作
感向上や、ラグジュアリー製品における触感による差別化に貢献します。

独自の高分子設計: DIC独自の高分子合成技術に基づき、耐久性と安定性を両立させ
た触覚向上剤を実現しています。

背景と業界文脈

現代の製品開発では、視覚や聴覚だけでなく、触覚を通じたユーザー体験の重要性が高
まっています。特に、デジタルデバイスの普及や高級品市場の拡大に伴い、製品に触れ
た際の「感触」がブランドイメージや顧客満足度に直結するようになってきました。
DICは、印刷インキや有機顔料で培った微粒子分散技術と高分子設計技術を活かし、こ
の新たな市場ニーズに応えるために「Tacthancer™」を開発しました。これは、単なる
機能性材料の提供に留まらず、顧客企業の製品に新たな付加価値と競争力をもたらす戦
略的な取り組みです。



今後の展望

DICは、「Tacthancer™」をグローバル市場における成長ドライバーと位置づけ、世界各
地での用途開発と販売拡大を積極的に推進していく計画です。特に、アジア市場での需
要開拓に注力し、現地の顧客との共同開発を通じて、製品のカスタマイズと多様なアプ
リケーションへの展開を図るでしょう。この技術は、製品の差別化が困難になっている
市場において、触覚という新たな価値軸を提供することで、多くの産業に革新をもたら
す可能性を秘めています。また、サステナビリティへの意識が高まる中、環境負荷の低
い製造プロセスや素材への応用も今後の重要な開発テーマとなるでしょう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQHBrBP6mo7sbOzDhnvaBP2lcfC8Xm3uqYZ-

_u6ild1eyx1Fx2maP1X5EJ8lFe2jxStq9_WonJaec45BuXnL-TcmlCJs5cFofkd_wN9_-nTWjVpX6aewiBLNNh_

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHBrBP6mo7sbOzDhnvaBP2lcfC8Xm3uqYZ-_u6ild1eyx1Fx2maP1X5EJ8lFe2jxStq9_WonJaec45BuXnL-TcmlCJs5cFofkd_wN9_-nTWjVpX6aewiBLNNh_
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHBrBP6mo7sbOzDhnvaBP2lcfC8Xm3uqYZ-_u6ild1eyx1Fx2maP1X5EJ8lFe2jxStq9_WonJaec45BuXnL-TcmlCJs5cFofkd_wN9_-nTWjVpX6aewiBLNNh_
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHBrBP6mo7sbOzDhnvaBP2lcfC8Xm3uqYZ-_u6ild1eyx1Fx2maP1X5EJ8lFe2jxStq9_WonJaec45BuXnL-TcmlCJs5cFofkd_wN9_-nTWjVpX6aewiBLNNh_


#31 PFASフリーコーティング市場、新規制とシリコー
ン、植物由来Morro™、プラズマ技術で持続可能なイノベ
ーションが加速

概要

PFAS（有機フッ素化合物）規制強化が続く中、シリコーンがフッ素ポリマーコーティ

ングの商業的代替品として急速に台頭し、市場の持続可能なイノベーションを牽引し
ています。Xamplaの植物由来Morro™材料やPlasmatreat GmbHとFraunhofer IFAMによ
る先進的なプラズマコーティング技術など、多様なフッ素フリー製剤への投資が増加

しています。これらの技術は、北米およびヨーロッパの厳格な規制要件に対応し、環
境負荷の低い高性能ソリューションを提供することで、産業界の脱PFASへの移行を加
速させています。

公開日 2026年07月23日  DataM Intelligence  アメリカ



詳細

主要成果

PFAS（有機フッ素化合物）の環境および健康への懸念が高まり、世界的に規制が厳格化
される中で、PFASフリーコーティング市場における持続可能な技術革新が著しく進展し
ています。特に、シリコーンベースの材料が従来のフッ素ポリマーコーティングの商業
的代替品として急速に普及し、市場の主要プレーヤーはフッ素フリー製剤への研究開発
および投資を強化しています。この動向は、北米およびヨーロッパにおける規制要件へ
の適合を目的とし、より環境に配慮した製品開発が求められている現状を反映していま
す。

技術・臨床詳細

具体的には、Xampla社が開発した植物由来のMorro™材料は、プラスチックフリーで高
性能なバリアコーティングとして注目されています。これは、食品包装やその他の用途
において、持続可能性と機能性を両立させるソリューションを提供します。また、
Plasmatreat GmbHとFraunhofer IFAMが共同で開発したプラズマコーティング技術は、
表面の機能性を大幅に向上させつつ、PFASを使用しない環境に優しいプロセスを実現し
ています。これらの技術は、撥水性、防汚性、耐摩耗性といったコーティングに求めら
れる主要な特性を、代替材料で高水準に達成することを可能にしています。シリコーン
やその他の代替ポリマーは、高い耐熱性、化学的安定性、柔軟性を持ち、多岐にわたる
産業分野での応用が期待されています。

背景・業界文脈

PFASは、その優れた撥水性や耐熱性から多くの産業製品に利用されてきましたが、「永
遠の化学物質」として環境中に残留し、健康被害のリスクが指摘されています。これを
受け、EUのREACH規制や米国のEPAによる規制など、世界各国で製造・使用に関する制
限が強化されています。このような背景から、企業はサプライチェーン全体でPFAS代替
品の探索と導入を急務としています。特に、自動車、電子機器、医療機器、テキスタイ
ル、包装材などの分野では、性能を維持しつつ環境規制を遵守できる新たなコーティン
グ技術が不可欠です。



今後の展望

PFASフリーコーティング市場は今後も持続的な成長が見込まれており、環境規制のさら
なる強化と消費者の持続可能性への意識向上により、その需要は一層拡大するでしょ
う。メーカーは、よりコスト効率が高く、高性能な代替材料の開発に注力し、市場競争
は激化すると予想されます。新興技術、特にバイオベースポリマーや高度な表面処理技
術の発展が、市場の変革をさらに加速させ、持続可能な社会への移行に大きく貢献する
と期待されています。この分野への投資は、企業が環境責任を果たしつつ、競争優位性
を確立するための重要な戦略となっています。

元記事: https://www.datamintelligence.com/press-releases/pfas-free-coatings-industry-regulations-

sustainable-innovation

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.datamintelligence.com/press-releases/pfas-free-coatings-industry-regulations-sustainable-innovation
https://www.datamintelligence.com/press-releases/pfas-free-coatings-industry-regulations-sustainable-innovation


#32 コベストロ、中国南部珠海に年間3万トン規模のTPU
生産新拠点を稼働、2030年代には世界最大級へ

概要

コベストロは、中国南部の珠海に新しいTPU（熱可塑性ポリウレタン）生産拠点のフ
ェーズIを稼働させ、年間30,000トンの生産能力を確立しました。この戦略的拡張は、
アジア太平洋地域での需要増加に対応するためのもので、2030年代に全3フェーズが

完了すると、コベストロにとって世界最大級のTPUサイトとなる見込みです。同社
は、地域R&Dとアプリケーション開発の強化も同時に進めており、顧客への迅速な技
術サポートと製品供給を目指しています。

公開日 2026年07月28日  Covestro  中国



詳細

主要成果

コベストロは、中国南部の珠海における新しいTPU（熱可塑性ポリウレタン）生産拠点
のフェーズIを成功裏に稼働させました。この新施設は年間30,000トンのTPU生産能力を
有し、アジア太平洋地域における同社の生産供給体制を大幅に強化します。コベストロ
は、この珠海サイトが2030年代に計画されている全3フェーズの完了をもって、同社に
とって世界最大級のTPU生産拠点となることを目指しており、これは市場リーダーとし
ての地位をさらに盤石にする重要な一歩です。

技術・臨床詳細

TPUは、その優れた柔軟性、耐摩耗性、耐油性、耐薬品性から、自動車、エレクトロニ
クス、スポーツ用品、医療機器など、幅広い分野で需要が高まっています。珠海の新工
場では、最先端の製造技術と自動化されたプロセスを導入し、高品質かつ安定したTPU
製品の供給を実現します。コベストロは、地域密着型のR&Dセンターとアプリケーショ
ン開発施設も強化しており、これにより顧客ニーズに合わせたカスタマイズされたソリ
ューションを迅速に提供することが可能となります。特に、持続可能な材料ソリューシ
ョンの開発に注力し、環境負荷の低いTPU製品のポートフォリオを拡充していく方針で
す。

背景・業界文脈

アジア太平洋地域は、経済成長と産業の多様化に伴い、高機能ポリマーに対する需要が
世界で最も急速に拡大している市場の一つです。特に中国は、自動車生産、電子機器製
造、建設業などが活況を呈しており、TPUのような高性能材料の消費量が著しく増加し
ています。コベストロのこの投資は、このような市場の潮流を捉え、地域顧客への迅速
な供給と技術サポートを通じて、市場シェアを拡大するための戦略的な動きと見られま
す。現地生産体制の強化は、サプライチェーンの効率化と地政学的リスクへの対応にも
寄与します。



今後の展望

珠海サイトの段階的な拡張と地域R&D機能の強化により、コベストロはアジア太平洋市
場におけるTPU事業の成長を加速させる見込みです。同社は、革新的なTPUソリューシ
ョンを通じて、顧客の持続可能性目標達成を支援し、環境に配慮した製品開発をさらに
推進する計画です。これにより、コベストロは高機能ポリマー市場におけるリーディン
グカンパニーとしての地位を一層確固たるものにし、長期的な成長基盤を確立すること
が期待されます。この投資は、高分子材料産業におけるグローバルな競争力を維持する
ための重要な戦略的投資と言えます。

元記事: https://www.covestro.com/en

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.covestro.com/en


#33 BYD、固形電解質とポリマー電解質を組み合わせたデ
ュアル電解質カソードで次世代ソリッドステートバッテリ
ー特許取得

概要

BYDは、ソリッドステートバッテリーの界面課題を解決するため、デュアル電解質カ

ソードアプローチに関する新しい特許を取得しました。この技術は、以前の特許出願
で開示された無機固体電解質粒子とポリマー電解質繊維ネットワークを組み合わせた
複合固体電解質膜をさらに進化させるものです。このデュアル電解質構造は、電極と

電解質の接触不良やリチウムイオン輸送抵抗の問題を軽減し、次世代バッテリーの性
能と安全性を大幅に向上させる可能性を秘めています。

公開日 2026年07月29日  Car News China  中国



詳細

主要成果

中国の自動車大手BYDは、ソリッドステートバッテリーにおける主要な課題である電極
と電解質の界面問題を克服するための、革新的なデュアル電解質カソードアプローチに
関する新しい特許を取得しました。この特許は、無機固体電解質粒子とポリマー電解質
繊維ネットワークを組み合わせた複合固体電解質膜に関する以前の特許出願に続くもの
であり、次世代ソリッドステートバッテリーの開発におけるBYDのリーダーシップを確
立するものです。

技術・臨床詳細

従来のソリッドステートバッテリーでは、固体電解質と電極間の物理的接触が不十分で
あることが、高い界面抵抗を引き起こし、バッテリー性能を低下させる主要な課題でし
た。BYDの新しい特許は、カソード層に二種類の電解質、すなわち無機固体電解質とポ
リマー電解質を複合的に配置するアプローチを提案しています。無機固体電解質は高い
イオン伝導率を提供し、ポリマー電解質は電極との柔軟な接触と界面の安定性を向上さ
せます。これにより、電極粒子と電解質間の接触面積が最大化され、リチウムイオンの
輸送効率が劇的に改善されます。このデュアル電解質構造は、特に高エネルギー密度と
長寿命が求められるEVバッテリーにおいて、画期的な性能向上をもたらす可能性を秘め
ています。

背景・業界文脈

ソリッドステートバッテリーは、液系電解質を使用する従来のリチウムイオンバッテリ
ーに比べて、高いエネルギー密度、優れた安全性、長寿命といった点で次世代バッテリ
ー技術として注目されています。しかし、その商用化には、界面抵抗の低減、製造コス
トの削減、スケールアップの課題が立ちはだかっています。BYDは、電気自動車（EV）
およびバッテリーメーカーとして、この分野で積極的に研究開発を進めており、今回の
特許取得は、同社がソリッドステートバッテリーの実用化に向けた重要な技術的マイル
ストーンを達成したことを示しています。中国政府もソリッドステートバッテリー技術
開発に力を入れており、BYDの進展は国の戦略とも合致しています。



今後の展望

BYDのデュアル電解質カソードアプローチは、ソリッドステートバッテリーの界面安定
性とイオン輸送性能を大幅に改善する可能性を秘めており、今後のEV市場に大きな影響
を与えることが予想されます。この技術が商業化されれば、より安全で、航続距離の長
いEVの普及を加速させることができるでしょう。BYDは、この特許技術を自社のEVに搭
載するだけでなく、将来的には外部への技術供与も視野に入れている可能性がありま
す。ソリッドステートバッテリーの実用化に向けた競争が激化する中で、BYDのこの革
新的なアプローチは、業界全体の技術進化を牽引する重要な役割を果たすと期待されま
す。

元記事: #

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#34 SABIC、2026年第2四半期に66.2億ドルの収益を計上
し、ポリマー輸送量を倍増させ事業回復力を証明

概要

SABICは2026年第2四半期の財務結果を発表し、66.2億米ドルの堅調な収益を報告しま
した。同社は、地政学的な不確実性やサプライチェーンの混乱が市場を形成する困難
な環境下で、極めて高い事業回復力を示しました。特に、Red Sea Expressコンテナサ

ービスの活用によりポリマーの輸送量が2倍以上に増加し、顧客サービスを維持したこ
とが注目されます。この成果は、SABICのグローバルな物流戦略と効率的な運営能力を
際立たせるものです。

公開日 2026年07月29日  SABIC  サウジアラビア



詳細

主要成果

SABICは2026年第2四半期において、66.2億米ドルという堅調な収益を計上し、厳しい市
場環境下での優れた事業回復力を示しました。同社は、地政学的な不確実性や世界的な
サプライチェーンの混乱が続く中で、効率的な運営と戦略的な物流管理によって安定し
た業績を達成しました。特に注目すべきは、Red Sea Expressコンテナサービスを活用す
ることで、ポリマーの輸送量を2倍以上に増加させ、顧客へのサービスレベルを維持し
た点です。

技術・臨床詳細

SABICは、多様なポリマー製品（ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリカーボネートな
ど）を製造しており、これらは包装、自動車、建設、電子機器など、幅広い産業分野で
利用されています。第2四半期の輸送量倍増は、生産能力の最適化と、グローバルな物
流ネットワークの効果的な活用によるものです。特に、紅海ルートの課題に対処するた
めに導入されたRed Sea Expressサービスは、海上輸送のボトルネックを解消し、製品の
タイムリーな供給を保証しました。これにより、顧客は必要な材料を遅延なく受け取る
ことができ、SABICのサプライチェーンの強靭性が証明されました。これらの取り組み
は、市場の変動に対応するための同社の戦略的なアプローチを明確に示しています。

背景・業界文脈

2026年第2四半期は、中東情勢の不安定化や世界的なインフレ圧力により、原材料価格
の変動とサプライチェーンの途絶が多くの企業にとって大きな課題となっていました。
特に紅海を通過する主要な海運ルートでの混乱は、欧州とアジア間の貿易に深刻な影響
を与え、多くの化学品メーカーが輸送遅延やコスト増加に直面していました。このよう
な状況下で、SABICが収益目標を達成し、ポリマー輸送量を大幅に増加させたことは、
その強固な事業基盤と、危機管理能力の高さを物語っています。同社の財務結果は、主
要な石油化学製品市場における需要の回復と、効率的なコスト管理戦略が奏功したこと
を示唆しています。



今後の展望

SABICの堅調な第2四半期業績は、同社が今後もグローバル市場におけるリーダーシップ
を維持し、持続的な成長を実現するための強固な基盤を持っていることを示していま
す。効率的なサプライチェーン管理と、市場の変動に対応する柔軟な生産戦略は、将来
的な不確実性の中でも競争優位性を確保する上で不可欠です。SABICは、持続可能性へ
のコミットメントを強化し、循環型経済に貢献する製品開発にも注力していくでしょ
う。これにより、同社は顧客の信頼を獲得し、長期的な企業価値を向上させることが期
待されます。Red Sea Expressのような革新的な物流ソリューションは、今後のグローバ
ルサプライチェーン戦略のモデルとなる可能性も秘めています。

元記事: https://www.sabic.com/en/news/51710-sabic-q2-2026

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sabic.com/en/news/51710-sabic-q2-2026


#35 Capchem社、酸化物系固体電解質の商用生産・販売
を開始、2026年に千トン規模の生産ライン稼働でソリッ
ドステートバッテリー量産化を加速

概要

Capchem社は、酸化物系固体電解質の商用生産と販売を開始し、2026年には千トン規

模の生産ラインが稼働する予定であることが報じられました。この進展は、ソリッド
ステートバッテリー技術における生産能力の飛躍的な拡大を示し、次世代バッテリー
の量産化に向けた重要なマイルストーンを確立します。大規模生産能力の確立は、EV

市場やエネルギー貯蔵分野におけるソリッドステートバッテリーの採用を加速させる
でしょう。

公開日 2026年07月30日  metal.com  中国



詳細

主要成果

Capchem社は、ソリッドステートバッテリーの中核材料である酸化物系固体電解質の商
業生産および販売を開始したと報じられました。さらに、同社は2026年には千トン規模
の生産ラインが稼働する予定であり、これはソリッドステートバッテリー技術の量産化
に向けた極めて重要な進展です。この大規模な生産能力の確立は、次世代バッテリー市
場における供給体制を強化し、電気自動車（EV）や定置型エネルギー貯蔵システムでの
ソリッドステートバッテリーの採用を加速させるものと期待されます。

技術・臨床詳細

酸化物系固体電解質は、硫化物系やポリマー系と比較して、高い化学的安定性と優れた
耐熱性を持ち、空気中での取り扱いが容易であるという利点があります。Capchem社が
開発・生産する固体電解質は、高いイオン伝導率を維持しつつ、安全性を大幅に向上さ
せることを目指しています。千トン規模の生産ラインの稼働は、これまで研究開発段階
に留まっていた固体電解質の供給課題を大きく改善し、バッテリーメーカーがソリッド
ステートバッテリーを大規模に製造するための材料供給を保証します。これにより、バ
ッテリーセルレベルでのコスト削減、エネルギー密度の向上、そして安全性の確保が可
能となり、ソリッドステートバッテリーの実用化に向けた最大の障壁の一つが解消され
つつあります。

背景・業界文脈

ソリッドステートバッテリーは、液系電解質を用いる従来のリチウムイオンバッテリー
に比べ、発火のリスクが低く、エネルギー密度を飛躍的に高めることができるため、次
世代の主力バッテリー技術として世界中で開発競争が繰り広げられています。しかし、
固体電解質の製造コストの高さ、生産スケールの小ささ、電極との界面抵抗の問題など
が商用化の大きな課題でした。Capchemのような材料メーカーが固体電解質の量産技術
を確立することは、バッテリーセルメーカーがソリッドステートバッテリーの設計と生
産に自信を持って取り組むための前提条件となります。中国政府もソリッドステートバ
ッテリー技術を戦略的重点分野として位置づけており、Capchemのこの進展は国家的な
目標にも貢献します。



今後の展望

Capchem社による酸化物系固体電解質の千トン規模生産ラインの稼働は、ソリッドステ
ートバッテリー産業全体にとって画期的な出来事です。これにより、EVメーカーは、よ
り航続距離が長く、充電時間が短く、かつ安全性の高い車両を市場に投入することが可
能になります。また、家庭用や産業用エネルギー貯蔵システムにおいても、ソリッドス
テートバッテリーの採用が進むことで、再生可能エネルギーの普及を加速させるでしょ
う。今後、固体電解質のさらなる性能向上とコスト削減が実現すれば、ソリッドステー
トバッテリーは数年内に現在のリチウムイオンバッテリーの市場を大きく変革する可能
性を秘めており、Capchemはこの変革の主要な牽引役の一つとなることが期待されま
す。

元記事: https://news.metal.com/en/newscontent/104034082-solid-state-battery-july-2026-policy-

standardization-+-hundred-ton-level-production-lines-+-semi-solid-batteries
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